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平成28年度

保護林モニタリング調査及び評価

平成29年2月15日

東北森林管理局
株式会社 一成

本調査の目的

・国有林内の原生的な天然林や希少な動植物の
生息・生育地に保護林を設定している。

・本調査は、保護林の保全・管理を行うために、
保護林の現状を的確に把握し、保護林の設定
目的に照らして保護林を評価することを目的
とするとする。

・本調査は2回目の追跡調査に当たる。
（1回目は平成23年度）
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①森林調査
0.1haの円形プロット（5年前に設定）内で毎木調査・植生調査

細分 胸高直径対象木

現地調査

毎木調査

小円部 5cm以上
1cm以上(林木遺伝資源保存林、特定樹種)

中円部 5cm以上

大円部 18cm以上

細分 調査対象（草本層の全出現種）

植生調査（下層植生調査）

小円部 低木層（S）及び草本層（H）の種名及び優占度
（※優占度は5～1,＋の6段階で記録）

中円部 小円部で出現せず、中円部で初めて出現した種を
記録（種名のみ）

大円部 小円部・中円部で出現せず、大円部で初めて出現
した種を記録（種名のみ）

円形調査プロット
（全体0.10ha）

調査方法
②動物・鳥類調査
踏査ルート（5年前に設定）において、確認できた痕跡等を記録

③利用動態調査③利用動態調査
調査箇所（5年前に設定）において、入込数のカウント及び来訪者への
聞き取り調査を実施

痕跡の確認 鳥類の生息確認 入込状況の確認
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調査結果の比較
各調査結果は、「評価のための作業手順マニュアル（平成25年3月,
東北森林管理局）」に従って、過年度調査結果と比較を行った。

植生調査結果の比較
➀森林調査
毎木調査結果の比較
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植生調査結果の比較
草本層

調査年度 H23 H28
調査実施日 9月28日 8月3日

ツタウルシ 1 3 △

クルマバソウ 1 1
ツタ ＋ 3 △

コチヂミザサ ＋ 2 △

コナラ ＋ 1
サルトリイバラ ＋ 1
ヒメアオキ ＋ 1
ガマズミ ＋ ＋
キヅタ ＋ ＋
コマユミ ＋ ＋
ヌスビトハギ ＋ ＋
ハエドクソウ ＋ ＋

ク カズ

八間山クロマツ林木遺伝資源保存林（プロット1）

変化の度合

毎木調査結果の比較

胸高直径(cm)

顕著な増加（△） 7
顕著な減少（▼） 1

△▼は両年とも確認された種で顕著な変化が見られた種

ヘクソカズラ ＋ ＋
マルバイチヤクソウ ＋ ＋
ヤブコウジ ＋ ＋
ミツバアケビ ＋ 未確認 ▼

ヤエムグラ 未確認 2 △

スゲｓｐ 未確認 1 △

オオカメノキ 未確認 ＋ △

サンショウ 未確認 ＋ △

20種 16種 19種

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ｽｷﾞ 21 20 345 320 69.83 73.46 32.3 34.6

2 ﾌﾞﾅ 4 5 55 65 4.66 4.67 26.9 22.5
3 ﾐｽﾞﾅﾗ 2 3 20 30 2.10 1.80 35.7 27.6
4 ｷﾀｺﾞﾖｳ 3 3 60 60 1.27 1.26 14.3 14.2
5 ﾀﾑｼﾊﾞ 10 9 250 225 1.14 1.08 7.5 7.8
6 ﾎｵﾉｷ 3 4 60 85 1.11 1.24 10.7 9.7
7 ｺｼｱﾌﾞﾗ 2 2 20 20 1.00 1.07 25.2 26.2
8 ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 4 4 100 100 0.50 0.57 7.9 8.4
9 ﾘｮｳﾌﾞ 3 3 75 75 0.22 0.23 6.1 6.2
10 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 1 1 25 25 0.17 0.21 9.4 10.3
11 ﾉﾘｳﾂｷﾞ 1 1 25 25 0.13 0.15 8.0 8.7
12 ﾏﾙﾊﾞﾏﾝｻｸ 1 2 25 50 0.08 0.17 6.3 6.6

55 57 1060 1080 82.21 85.90 18.0 18.0計12種(枯損木を除く)

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

調査結果の比較
各調査結果は、「評価のための作業手順マニュアル（平成25年3月,
東北森林管理局）」に従って、過年度調査結果と比較を行った。

②動物調査
出 種 比較

R-1 R-2 R-5

H23 H23 H23 H28 H23 H28 H23
秋田県
RDB

過年度と
の比較

No 科名 和名

R-3 R-4
環境省

RL

出現種の比較 7月/10月 7月/10月 7月/10月 7月/10月 7月/10月 7月/10月 7月/10月

1 オナガザル科 ホンドザル 〇 LP IB類

2 ウサギ科 トウホクノウサギ 〇 〇 〇 〇

3 リス科 ニホンリス 〇 留意 ▼

4 クマ科 ツキノワグマ 〇 〇 〇 〇 〇 留意

5 イヌ科 ホンドタヌキ 〇

6 イタチ科 ホンドテン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

7 ウシ科 ニホンカモシカ 〇 〇 留意 △

計 6科 6種 1種 5種 4種 3種 2種 3種 1種 1種 3種

：本年度調査対象ルート

：指定種

過年度には確認されたが、本年度は確認されなかった種（▼）　　1　　

RDB の比較

本年度新たに確認した種（△）　　1　　

RL

③利用動態調査③利用動態調査
状況の比較

設置看板の状況 外来種対策の状況
（種子除去マットの設置状況）
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調査結果の評価

項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

毎木調査の変化 ○ 低木群落が主体となって構成されており、現状が維持されている。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

森林調査

毎木調査の変化 ○ 低 成

A

気象害 ○ 特になし。

病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増加は見られたが、現状が維持されている。

動物調査 出現種の変化 ○ 過年度調査と比較して2種が新たに確認され3種が未確認であった。

利用動態 利用状況 ○ 利用状況は紅葉観光や登山に利用されている。利用動態 利用状況 ○ 利用状況は紅葉観光や登山に利用されている。

湿原等 湿原の状況 － モニタリングプロット近傍での湿原は確認されていない。

対策の必要性 － 特になし。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）
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平成28年度 米代川森林計画区

調査結果及び評価結果

調査対象地域
N

十和田イタヤカエデ等 

林木遺伝資源保存林 

大滝沢アカマツ 

林木遺伝資源保存林 
白神山地 

森林生態系保護地域 

小掛山スギ 

仁鮒渕瀬カツラ 

植物群落保護林 

幸屋ウダイカンバ 

林木遺伝資源保存林 

太平山周辺 

森吉山クマゲラ 

特定動物生息地保護林 

男鹿半島海岸植生 

植物群落保護林 

植物群落保護林 

仁鮒水沢スギ 

植物群落保護林 

男鹿山スギ 

植物群落保護林 

男鹿ケヤキ 

調査対象森林計画区
・米代川森林計画区（15保護林）

八幡平 

植物群落保護林 
奥羽山脈北西部 

森林生物遺伝資源保存林 

植物群落保護林 

番鳥森・大仏岳ブナ 

植物群落保護林 

林木遺伝資源保存林 

km 
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評価結果一覧（米代川森林計画区）

森林調査
プロット数

動物調査
ルート数

利用動態
調査

地点数

1 生態-1 白神山地 森林生態系保護地域 2 2 1 A

2 生物-2 奥羽山脈北西部 森林生物遺伝資源保存林 2 2 1 A

植物 幡 植物群落保護林

総合評価
（案）

No

調査項目

名称 種類森林計画区
整理
番号

3 植物-6 八幡平 植物群落保護林 3 A

4 植物-30 太平山周辺 植物群落保護林 2 A

5 植物-31 番鳥森・大仏岳ブナ 植物群落保護林 2 A

6 植物-36 男鹿半島海岸植生 植物群落保護林 3 B

7 植物-35 男鹿山スギ 植物群落保護林 1 A

8 林木-31 男鹿ケヤキ 林木遺伝資源保存林 2 A

9 林木-28 十和田イタヤカエデ等 林木遺伝資源保存林 2 A

10 林木-29 大滝沢アカマツ 林木遺伝資源保存林 2 A

11 林木-30 幸屋ウダイカンバ 林木遺伝資源保存林 2 A

12 植物-32 仁鮒水沢スギ 植物群落保護林 2 A

13 植物-33 小掛山スギ 植物群落保護林 2 A

米代川

3 植物 33 小掛山スギ 植物群落保護林 2 A

14 動物-3 森吉山クマゲラ 特定動物生息地保護林 2 2 A

15 植物-34 仁鮒渕瀬カツラ 植物群落保護林 1 A

計 30 6 215保護林

白神山地森林生態系保護地域 （白神山地森林生態系保護地域）

保護林概況

設定目的

日本海型の典型的なブナ林を主体とする
原生的な天然林を保存することにより、
白神山地における森林生態系からなる自
然環境の維持、動植物の保護、遺伝資源
の保存、森林の管理・学術研究に資する
ため。

保護林面積 4344.15ha保護林面積
(米代川計画区内) （保存地区：2465.50ha）

（保全利用地区：1878.65ha）

標高・斜面方位
（プロット位置）

No.1：1034m 斜面方位SW
No.4：426m 斜面方位NW

林齢 194年生（一部人工林、51～69年生）
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No.1 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 56 60 845 900 27.53 30.22 18.8 18.9

2 ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ 4 4 40 40 5.69 5.98 40.4 41.3
3 ﾅﾅｶﾏﾄﾞ 4 2 100 50 0.44 0.33 7.4 9.1

64 66 985 990 33.66 36.53 18.5 19.3計3種(枯損木を除く)

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

白神山地森林生態系保護地域 （白神山地森林生態系保護地域）

6

7

0

2

4

胸高直径(cm)

No.4 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23
No. 樹 種

計測対象木
（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

0

1

2

3

4

5

本
数

胸高直径(cm)

H23

H28

H23

H28
H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 12 12 150 150 13.91 14.74 29.4 30.6

2 ﾐｽﾞﾅﾗ 5 5 50 50 11.09 11.74 52.0 53.4
3 ｷﾀｺﾞﾖｳ 1 1 10 10 2.12 2.07 51.9 51.4
4 ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 2 2 20 20 0.95 0.89 24.3 23.7
5 ｱｽﾞｷﾅｼ 1 2 10 20 0.87 1.09 33.2 25.4
6 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 6 6 150 150 0.86 0.89 8.1 8.3
7 ｺﾐﾈｶｴﾃﾞ 2 2 35 35 0.72 0.76 15.9 16.4
8 ｱｶｼﾃﾞ 1 1 10 10 0.64 0.71 28.5 30.0
9 ｺｼｱﾌﾞﾗ 1 1 10 10 0.51 0.57 25.5 26.9

31 32 445 455 31.66 33.47 24.0 24.5計9種(枯損木を除く)

鳥類調査結果比較

・鳥類については前回確認された鳥類と比較して、
クマタカ、コゲラ、ヤマガラの3種が新たに
確認され11種が未確認。

・哺乳類については大きな変化は見られなかった。

・確認種の増減は見られたが、大きな問題は
無いと考えられる

白神山地森林生態系保護地域 （白神山地森林生態系保護地域）

R-2 R-3 R-5

H23 H28 H23 H23 H23 H28 H23

7月/10月 7月/10月 7月/10月 7月/10月 7月/10月 7月/10月 7月/10月

1 ハト科 キジバト 〇

2 アオバト 〇 〇 〇 〇 準絶滅

3 カッコウ科 ホトトギス 〇 〇 〇 〇

4 ツツドリ 〇 〇 〇

5 カッコウ 〇 〇

6 アマツバメ科 ハリオアマツバメ 〇 〇 ▼

7 タカ科 クマタカ 〇 〇 ⅠB類 ⅠＢ類 △

白神山地森林生態系保護地域 鳥類

No 科名 和名

R-4
環境省

RL
秋田県
RDB

過年度と
の比較

R-1

無いと考えられる。8 キツツキ科 コゲラ 〇 〇 〇 〇 △

9 オオアカゲラ 〇 情報不足

10 アカゲラ 〇 〇 〇 〇

11 カラス科 カケス 〇 〇 〇 〇 〇

12 ホシガラス 〇

13 シジュウカラ科 コガラ 〇 〇 〇 〇

14 ヤマガラ 〇 〇 △

15 ヒガラ 〇 〇 〇 〇 〇 ▼

16 シジュウカラ 〇

17 ウグイス科 ウグイス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

18 ヤブサメ 〇 〇 〇 ▼

19 エナガ科 エナガ 〇 〇

20 ムシクイ科 メボソムシクイ 〇 ▼

21 エゾムシクイ 〇 〇 〇 ▼

22 センダイムシクイ 〇

23 メジロ科 メジロ 〇

24 ゴジュウカラ科 ゴジュウカラ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

25 ミソサザイ科 ミソサザイ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

26 カワガラス科 カワガラス 〇 〇 〇

27 ヒタキ科 マミジロ 〇 準絶滅 ▼

R-1尾根沿いルート

27 ヒタキ科 マミジロ 〇 準絶滅 ▼

28 コルリ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 準絶滅

29 キビタキ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

30 オオルリ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

31 セキレイ科 キセキレイ 〇 ▼

32 ビンズイ 〇 ▼

33 アトリ科 ウソ 〇 ▼

34 ホオジロ科 ホオジロ 〇 〇

35 ノジコ 〇 準絶滅 準絶滅 ▼

36 アオジ 〇 ▼

37 クロジ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計 18科 37種 21種 17種 12種 19種 14種 12種 17種 2種 6種

：本年度調査対象ルート

：指定種

本年度新たに確認した種（△）　　3　　　

過年度には確認されたが、本年度は確認されなかった種（▼）  　11　　
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項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

森林調査

毎木調査の変化 ○ ブナ-チシマザサ群落が主体となって構成されており、現状が維持されている。

気象害 ○ 特になし。

病虫害 ○ 特になし。

白神山地森林生態系保護地域 （白神山地森林生態系保護地域）

A
獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増加は見られたが、現状が維持されている。

動物調査 出現種の変化 ○
鳥類については前回確認された鳥類と比較して、3種が新たに確認され11種が
未確認、哺乳類については大きな変化は見られなかった。

利用動態 利用状況 ○
利用状況は過年度と同様に紅葉を目的とした利用者が多いが、きのこ狩り目的の
利用者も確認されている。歩道等が整備されており、適正に利用されている。

湿原等 湿原の状況 － モニタリングプロット近傍での湿原は確認されていない。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）

奥羽山脈北西部森林生物遺伝資源保存林 （奥羽山脈北西部生物群集保護林）

保護林概況

設定目的

奥羽山脈地域に成立する森林と一体と
なって森林生態系を構成する全ての生物
遺伝資源を保存し、将来の利用可能性に
資するため。

保護林面積 1061.85ha（全域1191.18ha）

標高・斜面方位 No.3：884m 斜面方位NW
（プロット位置） No.4：921m 斜面方位W

林齢 175年生（一部人工林、62年生）
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5

10

15

20

25

30

35

本
数

H23

H28

No.3 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ｽｷﾞ 21 20 345 320 69.83 73.46 32.3 34.6

2 ﾌﾞﾅ 4 5 55 65 4.66 4.67 26.9 22.5
3 ﾐｽﾞﾅﾗ 2 3 20 30 2.10 1.80 35.7 27.6
4 ｷﾀｺﾞﾖｳ 3 3 60 60 1.27 1.26 14.3 14.2
5 ﾀﾑｼﾊﾞ 10 9 250 225 1.14 1.08 7.5 7.8
6 ﾎｵﾉｷ 3 4 60 85 1.11 1.24 10.7 9.7

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

奥羽山脈北西部森林生物遺伝資源保存林 （奥羽山脈北西部生物群集保護林）

14

16

0

5

胸高直径(cm)

No.4 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23

7 ｺｼｱﾌﾞﾗ 2 2 20 20 1.00 1.07 25.2 26.2
8 ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 4 4 100 100 0.50 0.57 7.9 8.4
9 ﾘｮｳﾌﾞ 3 3 75 75 0.22 0.23 6.1 6.2
10 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 1 1 25 25 0.17 0.21 9.4 10.3
11 ﾉﾘｳﾂｷﾞ 1 1 25 25 0.13 0.15 8.0 8.7
12 ﾏﾙﾊﾞﾏﾝｻｸ 1 2 25 50 0.08 0.17 6.3 6.6

55 57 1060 1080 82.21 85.90 18.0 18.0計12種(枯損木を除く)

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

0

2

4

6

8

10

12

本
数

胸高直径(cm)

H23

H28

H23

H28

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 16 18 220 255 24.25 26.91 29.0 28.0

2 ｳﾀﾞｲｶﾝﾊﾞ 1 1 10 10 2.29 2.71 54.0 58.7
3 ﾎｵﾉｷ 4 5 70 95 2.11 2.23 14.6 12.8
4 ｱｶｲﾀﾔ 2 2 50 35 0.69 0.49 12.8 12.7
5 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 4 5 100 125 0.39 0.52 6.9 7.0
6 ﾀﾑｼﾊﾞ 0 1 25 0.08 6.5
7 ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 0 1 25 0.06 5.7
8 ｵｵｶﾒﾉｷ 0 1 25 0.05 5.1

27 34 450 595 29.74 33.06 20.6 18.0計8種(枯損木を除く)

鳥類調査結果比較
・鳥類については前回確認された鳥類の出現種が
12種減少し、オオルリが新たに確認された。

・哺乳類については1種が未確認、新たに1種
ニホンカモシカが確認された。

・確認種の増減は見られたが、大きな問題は
無いと考えられる。

奥羽山脈北西部森林生物遺伝資源保存林 （奥羽山脈北西部生物群集保護林）

R-1 R-2 R-5

H23 H23 H23 H28 H23 H28 H23

7月/10月 7月/10月 7月/10月 7月/10月 7月/10月 7月/10月 7月/10月

1 ハト科 キジバト 〇 〇

2 アオバト 〇 準絶滅 ▼

3 カッコウ科 ジュウイチ 〇 ▼

4 ツツドリ 〇 〇

5 アマツバメ科 アマツバメ 〇 ▼

6 タカ科 ハイタカ 〇 準絶滅 Ⅱ類 ▼

7 キツツキ科 コゲラ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

8 アカゲラ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

奥羽山脈北西部森林生物遺伝資源保存林 鳥類

No 科名 和名

R-3 R-4
環境省

RL
秋田県
RDB

過年度と
の比較

無いと考えられる。
9 アオゲラ 〇 〇 〇

10 カラス科 カケス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

11 ホシガラス 〇

12 ミヤマガラス 〇 ▼

13 ハシブトガラス 〇 〇 〇 〇 〇

14 キクイタダキ科 キクイタダキ 〇 ▼

15 シジュウカラ科 コガラ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

16 ヤマガラ 〇 〇 〇 〇

17 ヒガラ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

18 シジュウカラ 〇 〇 〇 〇 〇

19 ウグイス科 ウグイス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

20 ヤブサメ 〇 〇 〇 ▼

21 エナガ科 エナガ 〇 〇

22 ムシクイ科 メボソムシクイ 〇 〇 〇

23 エゾムシクイ 〇 〇

24 メジロ科 メジロ 〇

25 ゴジュウカラ科 ゴジュウカラ 〇 〇 〇 〇 〇

26 キバシリ科 キバシリ 〇 情報不足

27 ミソサザイ科 ミソサザイ 〇 〇 〇 ▼

R-3沢沿いルート

28 カワガラス科 カワガラス 〇 〇 〇 〇 〇 〇

29 ヒタキ科 マミジロ 〇 〇 準絶滅

30 マミチャジナイ 〇 〇 〇

31 アカハラ 〇 ▼

32 コマドリ 〇 準絶滅

33 コルリ 〇 〇 〇 〇 準絶滅 ▼

34 キビタキ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

35 オオルリ 〇 〇 △

36 セキレイ科 キセキレイ 〇 〇 〇

37 ビンズイ 〇

38 アトリ科 ウソ 〇

39 シメ 〇 〇 〇 ▼

40 イカル 〇 〇 準絶滅 ▼

41 ホオジロ科 クロジ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計 20科 41種 13種 21種 21種 16種 20種 13種 27種 1種 7種

：本年度調査対象ルート

：指定種

本年度新たに確認した種（△）　　1　　　

過年度には確認されたが、本年度は確認されなかった種（▼）　　12　　

PPT資料 - 9
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項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

森林調査

毎木調査の変化 ○
調査本数の増減が見られたが、林相や種組成に大きな変化は見られず、現状が
維持されている。

気象害 ○ 特になし。

病虫害 ○ 特になし。

奥羽山脈北西部森林生物遺伝資源保存林 （奥羽山脈北西部生物群集保護林）

A
獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増減は見られたが、現状が維持されている。

動物調査 出現種の変化 ○
鳥類については前回確認された鳥類の出現種が12種減少し、哺乳類については
1種が未確認、新たに1種が確認された。

利用動態 利用状況 ○
利用状況は過年度と同様に安ノ滝観光を目的とした利用者が多いが、遊歩道等が
整備されており、適正に利用されている。

湿原等 湿原の状況 － モニタリングプロット近傍での湿原は確認されていない。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）

八幡平植物群落保護林 （八幡平生物群集保護林）

保護林概況

設定目的

奥羽山脈中央に位置する八幡平を中心と
して成立する植物群落を一体のものとし
て保存するとともに、奥羽山脈縦断自然
樹林帯の核として森林生態系の効果的な
保全に資するため。

保護林面積 1262.40ha

標高・斜面方位
（プロット位置）

No.1：1112m 斜面方位NE
No.4：1281m 斜面方位NW
No.5：1076ｍ 斜面方位SE

林齢 170～210年生

PPT資料 - 10
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10

15

20

25

30

本
数

H23

H28

No.1 毎木調査結果比較

H23
H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 34 38 715 800 15.98 20.58 12.1 13.1

2 ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ 2 2 20 20 5.41 6.34 52.2 57.7
3 ｻﾜｸﾞﾙﾐ 3 3 30 30 4.88 4.64 42.2 42.7
4 ｴｿﾞｲﾀﾔ 1 1 10 10 3 09 3 11 62 7 62 9

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

八幡平植物群落保護林 （八幡平生物群集保護林）

30

35

0

5

10

胸高直径(cm)

No.4 毎木調査結果比較

4 ｴｿ ｲﾀﾔ 1 1 10 10 3.09 3.11 62.7 62.9
5 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 3 7 60 175 1.28 1.62 16.2 10.1
6 ｼｳﾘｻﾞｸﾗ 1 1 10 10 0.71 0.87 30.1 33.2
7 ﾐﾈｶｴﾃﾞ 3 1 75 25 0.35 0.08 7.6 6.5
8 ｵｵｶﾒﾉｷ 3 3 75 75 0.31 0.21 7.2 5.9
9 ｵｶﾞﾗﾊﾞﾅ 1 1 25 25 0.19 0.18 9.9 9.6
10 ﾂﾉﾊｼﾊﾞﾐ 1 1 25 25 0.08 0.08 6.3 6.3

52 58 1045 1195 32.28 37.70 13.7 13.9計10種(枯損木を除く)

計測対象木
1haあたり換算結果

本数 胸高断面積 平均胸高直径

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

0

5

10

15

20

25

30

本
数

胸高直径(cm)

H23

H28

H23

H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ｱｵﾓﾘﾄﾄﾞﾏﾂ 75 79 1110 1000 31.83 33.84 18.3 20.1

2 ﾅﾅｶﾏﾄﾞ 6 4 150 100 1.41 0.87 10.7 10.1
3 ｱｶﾐﾉｲﾇﾂｹﾞ 1 0 25 0.07 6.0

82 83 1285 1100 33.31 34.71 18.7 19.2計3種(枯損木を除く)

No. 樹 種 （本）
本数

(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

4

6

8

10

12

本
数

H23

H28

No.5 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 21 22 300 265 27.49 29.28 27.3 31.4

2 ｱｵﾓﾘﾄﾄﾞﾏﾂ 8 8 140 95 4.11 4.64 16.5 22.6
3 ｺｼｱﾌﾞﾗ 1 1 10 10 0.45 0.45 23.9 23.9
4 ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 4 8 100 200 0.44 1.09 7.5 8.0

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

八幡平植物群落保護林 （八幡平生物群集保護林）

0

2

胸高直径(cm)

5 ｵｵｶﾒﾉｷ 1 0 25 0.06 5.5

35 39 575 570 32.55 35.46 20.2 21.6計5種(枯損木を除く)

・アオモリトドマツ林、アオモリトドマツ・ブナ混交林、ブナ林が主体となって構成されており、現状が維持されている。

調査プロットNo.1内 調査プロットNo.4内 調査プロットNo.5内

PPT資料 - 11
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項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

森林調査

毎木調査の変化 ○
アオモリトドマツ林、アオモリトドマツ・ブナ混交林、ブナ林が主体となって構成
されており、現状が維持されている。

気象害 ○ 特になし。

病虫害 ○ 特になし

八幡平植物群落保護林 （八幡平生物群集保護林）

森林調査

A

病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○
出現種の増減は見られるが、林分構成種の実生や稚幼樹の生育が確認され、
若齢木の生育も確認した。

湿原等 湿原の状況 ○
モニタリングプロットNo.4、No.5近傍の湿原にて写真撮影と概況を記録した。
湿性草本が生育しており、湿原が維持されていた。

保護対象群落の生育状況 ○ 各植物群落が維持されている。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）

太平山周辺植物群落保護林（太平山周辺生物群集保護林）

保護林概況

設定目的 太平山周辺における広域的な原生ブナ林
や貴重植物群落の保護のため。

保護林面積 4439.10ha

標高・斜面方位
（プロット位置）

No.1：458m 斜面方位E
No.2：761m 斜面方位NW

林齢 76 204年生林齢 76～204年生
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1

2

3

4

5

6

本
数

H23

H28

No.1 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 10 10 115 115 14.95 16.02 35.1 36.2

2 ﾎｵﾉｷ 6 6 60 60 10.63 12.09 46.7 49.7
3 ｳﾀﾞｲｶﾝﾊﾞ 7 7 70 70 8.76 9.26 37.9 38.9
4 ﾐｽﾞﾅﾗ 1 1 10 10 1.05 1.06 36.6 36.8
5 ｴｿﾞﾔﾏｻﾞｸﾗ 1 1 10 10 0.42 0.45 23.2 24.0
6 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 1 1 25 25 0.08 0.08 6.3 6.3

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

太平山周辺植物群落保護林（太平山周辺生物群集保護林）

50

60

70

0

胸高直径(cm)

No.2 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23

ｳﾁﾜｶ ﾃ

26 26 290 290 35.90 38.96 35.3 36.7計6種(枯損木を除く)

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

0

10

20

30

40

50

本
数

胸高直径(cm)

H23

H28

H23

H28
H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 10 9 100 90 24.23 22.06 54.6 55.2

2 ﾘｮｳﾌﾞ 16 14 400 350 1.36 1.39 6.5 7.0
3 ﾏﾙﾊﾞﾏﾝｻｸ 10 11 250 275 1.23 1.45 7.7 8.0
4 ｺｼｱﾌﾞﾗ 5 3 125 75 1.21 1.13 10.7 13.8
5 ﾐﾈｶｴﾃﾞ 14 17 350 425 1.19 1.86 6.5 7.3
6 ﾀﾑｼﾊﾞ 13 13 325 325 1.15 1.42 6.6 7.3
7 ﾎｵﾉｷ 2 3 50 75 0.42 0.50 10.4 8.9
8 ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 3 2 75 50 0.24 0.18 6.3 6.8
9 ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ 2 2 50 50 0.15 0.16 6.3 6.4
10 ｵｵｶﾒﾉｷ 1 1 25 25 0.06 0.06 5.7 5.7

76 75 1750 1740 31.26 30.22 9.8 10.1計10種(枯損木を除く)

項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

森林調査

毎木調査の変化 ○
調査本数の増減が見られたが、林相や種組成に大きな変化は見られず、現状が
維持されている。

気象害 ○
一部、風雪害等による倒木が見られるが、林分自体に影響を与えるほどでは
無かった。

病虫害 ○ 特になし

太平山周辺植物群落保護林（太平山周辺生物群集保護林）

森林調査

A

病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ ギャップの発生等による出現種の増減は見られたが、現状が維持されている。

湿原等 湿原の状況 － モニタリングプロット近傍での湿原は確認されていない。

保護対象群落の生育状況 ○ ブナ林を中心とした植物群落が維持されている。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）
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番鳥森・大仏岳ブナ植物群落保護林 （番鳥森・大仏岳生物群集保護林）

保護林概況

設定目的
番鳥森から大仏岳一帯に分布する原生的な
ブナ林及び大仏岳山頂域風衝地に分布する
岩壁植生の保護のため。

保護林面積 80.84ha

標高・斜面方位
（プロット位置）

No.1：1041m 斜面方位NW
No.2：1090m 斜面方位NE

林齢 175年生

1

2

3

4

5

6

7

8

本
数

H23

H28

No.1 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 12 12 180 180 25.93 24.20 31.0 30.1

2 ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ 3 3 30 30 4.79 5.00 41.9 42.9
3 ｱｶｲﾀﾔ 1 1 10 10 1.01 1.08 35.8 37.0
4 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 2 2 50 50 0.27 0.27 8.2 8.2
5 ｵｵｶﾒﾉｷ 1 1 25 25 0.06 0.06 5.3 5.5

19 19 295 295 32 05 30 61 26 2 25 8計5種(枯損木を除く)

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

番鳥森・大仏岳ブナ植物群落保護林 （番鳥森・大仏岳生物群集保護林）

10

12

0

1

胸高直径(cm)

No.2 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23

19 19 295 295 32.05 30.61 26.2 25.8計5種(枯損木を除く)

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

0

2

4

6

8

本
数

胸高直径(cm)

H23

H28

H23

H28
H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 22 21 250 255 22.84 22.39 31.4 30.7

2 ﾅﾅｶﾏﾄﾞ 13 14 325 350 1.96 2.30 8.4 8.8
3 ｺｼｱﾌﾞﾗ 1 1 25 25 0.10 0.10 7.2 7.3
4 ﾀﾑｼﾊﾞ 1 1 25 25 0.06 0.07 5.6 5.9

37 37 625 655 24.96 24.87 17.4 17.2計4種(枯損木を除く)
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項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

森林調査

毎木調査の変化 ○
調査本数の増減が見られたが、林相や種組成に大きな変化は見られず、現状が
維持されている。

気象害 ○
一部、風雪害等による倒木が見られるが、林分自体に影響を与えるほどでは
無かった。

病虫害 ○ 特になし

番鳥森・大仏岳ブナ植物群落保護林 （番鳥森・大仏岳生物群集保護林）

森林調査

A

病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増減は見られたが、現状が維持されている。

湿原等 湿原の状況 － モニタリングプロット近傍での湿原は確認されていない。

保護対象群落の生育状況 〇 ブナ林を中心とした植物群落が維持されている。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）

男鹿半島海岸植生植物群落保護林 （男鹿半島海岸植生生物群集保護林）

保護林概況

設定目的 男鹿半島海岸植生の保存のため。

保護林面積 550.13ha

標高・斜面方位
（プロット位置）

No.1：272m 斜面方位W
No.2：569m 斜面方位NW
No.3 413m 斜面方位NE斜面方位

林齢 51～199年生
26年生（2096林班ち3小班）
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10

15

20

25

30

35

本
数

H23

H28

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ｼﾅﾉｷ 18 9 255 165 10.13 2.27 18.0 11.5

2 ﾐｽﾞﾅﾗ 19 12 190 120 9.18 6.46 24.5 25.6
3 ｹﾔｷ 12 12 150 150 7.39 8.18 23.1 24.3
4 ｱｵﾊﾀﾞ 13 12 265 225 3.40 3.14 11.5 11.9
5 ｱｶﾏﾂ 1 1 10 10 3.11 3.39 62.9 65.7
6 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 16 16 400 400 1.76 2.27 7.4 8.3

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

No.1 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

男鹿半島海岸植生植物群落保護林 （男鹿半島海岸植生生物群集保護林）

0

5

胸高直径(cm)

7 ｱｽﾞｷﾅｼ 2 2 35 35 1.09 1.23 19.5 20.6
8 ｸﾘ 1 1 10 10 0.49 0.54 24.9 26.1
9 ｱｶｼﾃﾞ 1 1 10 10 0.43 0.48 23.5 24.7
10 ｴｿﾞｲﾀﾔ 1 1 10 10 0.36 0.37 21.3 21.8
11 ﾎｵﾉｷ 2 3 50 75 0.12 0.50 5.6 9.1
12 ｻﾜｼﾊﾞ 1 1 25 25 0.08 0.18 6.2 9.6
13 ﾔﾏﾎﾞｳｼ 1 1 25 25 0.06 0.07 5.5 6.0

88 72 1435 1260 37.59 29.09 14.8 14.1計13種(枯損木を除く)

・シナノキ9本（約20～30cm）の枯死（原因不明）を確認。
・ミズナラ7本（約20～30cm）の枯死（虫害）を確認。

ナラ枯れが広範囲で発生 ミズナラ立木根元にフラスが堆積 ミズナラの枯損が目立つ

4

6

8

10

12

14

本
数

H23

H28

No.2 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾐｽﾞﾅﾗ 22 21 220 210 17.21 18.09 30.8 32.4

2 ﾌﾞﾅ 16 16 235 235 13.51 15.40 23.5 25.1
3 ｱｵﾀﾞﾓ 10 10 100 100 5.90 6.52 26.6 28.1
4 ﾅﾅｶﾏﾄﾞ 1 1 10 10 1.10 1.39 37.5 42.0
5 ｴｿﾞｲﾀﾔ 1 0 10 0.99 35.5

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

男鹿半島海岸植生植物群落保護林 （男鹿半島海岸植生生物群集保護林）

7

8

9

H23

0

2

胸高直径(cm)

No.3 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23

6 ｼﾅﾉｷ 1 1 10 10 0.92 0.49 34.2 25.0
7 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 5 5 125 125 0.75 0.71 8.6 8.4
8 ｺｼｱﾌﾞﾗ 1 1 10 10 0.56 0.59 26.8 27.5

57 55 720 700 40.94 43.19 24.2 25.0計8種(枯損木を除く)

・ミズナラ1本（約20cm）の風倒木を確認。
・ナラ枯れ（虫害）は確認されなかった。

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

0

1

2

3

4

5

6

本
数

胸高直径(cm)

H28H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ｴｿﾞｲﾀﾔ 24 24 240 240 20.09 20.99 31.4 32.1

2 ｹﾔｷ 2 3 20 45 10.76 11.22 82.6 41.8
3 ｺﾌﾞｼ 1 1 10 10 1.47 1.54 43.3 44.3
4 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 2 2 50 50 0.95 0.95 15.6 15.6
5 ﾑﾗｻｷｼｷﾌﾞ 2 2 50 50 0.31 0.36 8.9 9.6
6 ｴｺﾞﾉｷ 1 1 25 25 0.27 0.29 11.8 12.1
7 ﾏﾙﾊﾞｺﾞﾏｷﾞ 1 1 25 25 0.08 0.08 6.3 6.3
8 ﾊｼﾄﾞｲ 1 1 25 25 0.08 0.08 6.2 6.3
9 ｶﾏﾂｶ 1 1 25 25 0.06 0.06 5.5 5.6

35 36 470 495 34.07 35.58 24.7 24.3計9種(枯損木を除く)

・プロット周辺において、ナラ枯れ（虫害）は確認されなかった。
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項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

毎木調査の変化 ▲
プロットNo1において、ミズナラとシナノキの枯死木が多く発生し、生育本数が
減少した。

気象害 ○
一部、風雪害等による倒木が見られるが、林分自体に影響を与えるほどでは
無かった。

男鹿半島海岸植生植物群落保護林 （男鹿半島海岸植生生物群集保護林）

森林調査

B

病虫害 ▲ カシノナガキクイムシによるナラ枯れが確認された。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ ギャップの発生等による出現種の増減は見られたが、現状が維持されている。

保護対象群落の生育状況 ▲

プロットNo1におけるミズナラを中心とした植物群落において、ナラ枯れにより
ミズナラ及びシナノキ高木の生育が減少していた。
プロットNo2のブナ・ミズナラを中心とした植物群落、プロットNo3のエゾイタヤ
を中心とした植物群落においては、健全に生育していた。

対策の必要性 － 特になし。ただし、今後ナラ枯れ被害が拡大する場合は、対策等を検討する。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）

男鹿山スギ植物群落保護林 （男鹿半島海岸植生生物群集保護林）

保護林概況

設定目的 天然秋田スギの自然状態における保存と
推移等の学術研究等に資するため。

保護林面積 60.43ha

標高・斜面方位
（プロット位置） No.1：405m 斜面方位E

189～199年生林齢 189～199年生
51年生（2087林班か小班）
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14

2

3

4

5

6

7

本
数

H23

H28

No.1 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ｽｷﾞ 15 15 150 150 104.74 111.13 93.5 96.3

2 ﾄﾁﾉｷ 9 8 120 95 8.09 8.49 24.9 29.9
3 ﾐｽﾞｷ 1 1 10 10 0.57 0.61 27.0 27.9
4 ﾎｵﾉｷ 1 1 10 10 0.30 0.30 19.4 19.4

26 25 290 265 113.69 120.52 60.3 67.0計4種(枯損木を除く)

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

男鹿山スギ植物群落保護林 （男鹿半島海岸植生生物群集保護林）

0

1

胸高直径(cm)

※青字は保護対象種

調査プロットNo1内の状況斜面上部から下部にかけて天然スギが生育

項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

毎木調査の変化 ○ 天然スギが主体となって構成されており、現状が維持されている。

気象害 ○ 特になし。

男鹿山スギ植物群落保護林 （男鹿半島海岸植生生物群集保護林）

森林調査

A
病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増減は見られるが、現状が維持されている。

保護対象群落の生育状況 〇 気象害等は観察されず、保護対象の天然スギは健全に生育していた。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）
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男鹿ケヤキ林木遺伝資源保存林 （男鹿半島海岸植生生物群集保護林）

保護林概況

設定目的 男鹿半島におけるケヤキの林木遺伝資源
の保存のため。

保護林面積 44.52ha

標高・斜面方位
（プロット位置）

No.1：348m 斜面方位NW
No.2：160m 斜面方位SW

林齢 139年生林齢 139年生

4

6

8

10

12

14

16

18

20

本
数

H23

H28

No.1 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ｴｿﾞｲﾀﾔ 54 52 930 760 23.30 23.06 16.4 18.7

2 ｴｿﾞﾔﾏｻﾞｸﾗ 1 1 10 10 0.41 0.43 22.9 23.4
3 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 2 2 50 50 0.22 0.24 7.5 7.8
4 ｽﾞﾐ 1 1 25 25 0.17 0.17 9.3 9.3
5 ｶﾝﾎﾞｸ 1 1 25 25 0.14 0.14 8.3 8.3

59 57 1040 870 24 25 24 04 15 7 17 6計5種(枯損木を除く)

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

男鹿ケヤキ林木遺伝資源保存林 （男鹿半島海岸植生生物群集保護林）

20

25

H23

0

2

4

胸高直径(cm)

No.2 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23

・H23年度設定時から、プロット内にケヤキが確認されていない。

59 57 1040 870 24.25 24.04 15.7 17.6計5種(枯損木を除く)

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2
/ha)

平均胸高直径
(cm)

0

5

10

15

本
数

胸高直径(cm)

H28H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ｹﾔｷ 58 57 700 660 41.02 44.59 24.4 26.7

2 ｴｿﾞｲﾀﾔ 11 8 215 140 2.97 2.51 12.3 14.4
3 ﾊｼﾄﾞｲ 9 6 300 225 1.09 0.92 6.4 6.8
4 ｴｿﾞﾔﾏｻﾞｸﾗ 4 3 70 60 1.02 0.79 12.1 11.3
5 ｶﾞﾏｽﾞﾐ 4 4 400 400 0.18 0.21 2.2 2.5
6 ﾉﾘｳﾂｷﾞ 1 1 100 25 0.15 0.05 4.4 5.0
7 ﾐﾂﾊﾞｳﾂｷﾞ 1 1 100 100 0.07 0.10 3.0 3.5
8 ｱｵﾊﾀﾞ 1 1 25 25 0.05 0.07 5.2 5.8

89 81 1910 1635 46.56 49.23 12.7 14.3計8種(枯損木を除く)

・ケヤキ1本（約20cm）の新規加入個体を確認（大円部）。
・ケヤキ2本（約10cm）の自然枯死を確認（中円部）。

※青字は保存対象種
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項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

毎木調査の変化 ○
調査本数の増減が見られたが、林相や種組成に大きな変化は見られず、現状
が維持されている。

気象害 ○
一部、風雪害等による倒木が見られるが、林分自体に影響を与えるほどでは
無かった。

男鹿ケヤキ林木遺伝資源保存林 （男鹿半島海岸植生生物群集保護林）

森林調査

A
病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○
出現種の増減は見られるが、現状が維持されている。林床には、ミツバベン
ケイソウやエビネなどの希少種が7種確認された。

保存対象樹種の生育状況 〇

プロットNo2では、一部の保存対象種で倒木や枯死等が見られたが、プロット
周辺域にも生育しており、現状は維持されていた。
プロットNo1においては、過年度からケヤキは確認されていない。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）

十和田イタヤカエデ等林木遺伝資源保存林 （十和田イタヤカエデ遺伝資源希少個体群保護林）

保護林概況

設定目的
イタヤカエデ、トチノキ、サワグルミ、
ホオノキ、カツラ、キハダ、ハリギリの
林木遺伝資源の保存のため。

保護林面積 55.20ha

標高・斜面方位
（プロット位置）

No.1：503m 斜面方位NE
No.2：513m 斜面方位N

林齢 175年生
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2

3

4

5

本
数

H23

H28

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾄﾁﾉｷ 2 2 20 20 24.71 25.07 110.7 112.3

2 ﾊﾘｷﾞﾘ 2 2 20 20 7.81 8.14 70.0 71.4

3 ｻﾜｸﾞﾙﾐ 2 2 35 35 4.74 4.90 26.2 27.3

4 ｵﾋｮｳ 3 4 30 40 1.56 3.99 25.3 33.2

5 ｱｶｲﾀﾔ 2 1 20 10 1.31 1.00 28.0 35.6

6 ﾎｵﾉｷ 1 0 10 0.89 33.7

No. 樹 種

計測対象木
（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

No.1 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

十和田イタヤカエデ等林木遺伝資源保存林 （十和田イタヤカエデ遺伝資源希少個体群保護林）

0

1

胸高直径(cm)

10

12

6 ﾎｵﾉｷ 1 0 10 0.89 33.7

7 ｵｵｶﾒﾉｷ 1 2 100 200 0.05 0.18 2.6 3.4

8 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 1 1 25 25 0.05 0.05 5.0 5.1

14 14 260 350 41.12 43.31 26.0 20.3計8種(枯損木を除く)

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

No.2 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

・ホオノキ1本（約30cm）の自然枯死を確認。
・アカイタヤ1本（約20cm）の自然枯死を確認。

※青字は保存対象種

0

2

4

6

8

本
数

胸高直径(cm)

H23

H28

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾊﾘｷﾞﾘ 1 1 10 10 12.77 12.91 127.5 128.2

2 ﾄﾁﾉｷ 8 8 110 110 7.24 8.36 23.8 25.6
3 ｻﾜｸﾞﾙﾐ 4 3 130 30 6.44 6.81 14.5 51.4
4 ｱｶｲﾀﾔ 4 4 55 55 3.68 3.98 26.9 27.8
5 ｼｳﾘｻﾞｸﾗ 4 4 40 40 3.25 3.60 31.2 32.8
6 ﾔﾁﾀﾞﾓ 1 1 10 10 2.09 2.38 51.6 55.0
7 ｵﾋｮｳ 2 2 20 20 1.32 1.52 28.9 31.0
8 ｷﾌﾞｼ 9 5 825 500 0.39 0.24 2.2 2.4
9 ﾐｽﾞｷ 1 1 10 10 0.25 0.27 18.0 18.4
10 ｼﾅﾉｷ 1 0 25 0.10 7.1
11 ｵｵﾂﾘﾊﾞﾅ 1 0 100 0.02 1.5

36 29 1335 785 37.55 40.06 8.9 14.1計11種(枯損木を除く)

H23

H28

・サワグルミ1本（約5cm）の自然枯死を確認。

※青字は保存対象種

項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

毎木調査の変化 ○
調査本数の増減が見られたが、林相や種組成に大きな変化は見られず、現状が
維持されている。

気象害 ○
一部、風雪害等による倒木が見られるが、林分自体に影響を与えるほどでは無
かった。

十和田イタヤカエデ等林木遺伝資源保存林 （十和田イタヤカエデ遺伝資源希少個体群保護林）

森林調査

A
病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増減は見られるが、現状が維持されている。

保存対象樹種の生育状況 ○
一部の保存対象種で倒木や自然枯死等が見られたが、プロット周辺域にも生育して
おり、保存対象種は維持されていた。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）
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大滝沢アカマツ林木遺伝資源保存林 （大滝沢アカマツ遺伝資源希少個体群保護林）

保護林概況

設定目的
アカマツとミズナラ等の落葉広葉樹の混
交壮齢林におけるアカマツの林木遺伝資
源の保存のため。

保護林面積 8.48ha

標高・斜面方位
（プロット位置）

No.1：209m 斜面方位SW
No.2：275m 斜面方位SW

林齢 224年生

30

40

50

60

本
数

H23

H28

No.1 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ｱｶﾏﾂ 18 18 180 180 46.40 49.13 55.9 57.5

2 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 54 54 3450 3285 6.01 6.78 3.6 4.0
3 ﾏﾙﾊﾞｱｵﾀﾞﾓ 7 6 130 105 2.61 2.67 15.4 17.3
4 ｹﾔｷ 1 1 10 10 1.48 1.73 43.4 46.9
5 ﾐｽﾞﾅﾗ 2 2 35 50 1.06 1.13 19.2 17.0
6 ﾏﾙﾊﾞﾏﾝｻｸ 16 6 1375 600 0.89 0.52 2.5 3.3
7 ｱｵﾀﾞﾓ 4 4 100 100 0.82 0.91 10.2 10.7
8 ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ 2 2 20 20 0.66 0.67 20.4 20.5
9 ｱｽﾞｷﾅｼ 2 2 125 125 0.54 0.59 6.4 6.7

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

大滝沢アカマツ林木遺伝資源保存林 （大滝沢アカマツ遺伝資源希少個体群保護林）

30

0

10

20

数

胸高直径(cm)

No.2 毎木調査結果比較
本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

9 ｱｽ ｷﾅｼ 2 2 125 125 0.54 0.59 6.4 6.7
10 ﾘｮｳﾌﾞ 4 4 100 100 0.54 0.58 8.0 8.3
11 ｱﾜﾌﾞｷ 2 2 50 50 0.43 0.52 9.7 10.7
12 ｴｿﾞﾔﾏｻﾞｸﾗ 1 1 10 10 0.31 0.39 19.9 22.2
13 ﾊｸｳﾝﾎﾞｸ 2 2 125 125 0.24 0.39 3.2 4.2
14 ｳﾗｼﾞﾛﾉｷ 1 1 100 100 0.13 0.17 4.1 4.6
15 ﾔﾏｳﾙｼ 1 1 25 25 0.12 0.13 7.9 8.1
16 ｺﾅﾗ 1 1 25 25 0.11 0.13 7.6 8.0
17 ﾔﾏﾂﾂｼﾞ 2 2 200 200 0.04 0.07 1.6 2.1
18 ﾔﾏﾎﾞｳｼ 1 1 100 100 0.03 0.03 1.9 2.0
19 ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ 2 2 200 200 0.03 0.05 1.3 1.9

123 112 6360 5410 62.45 66.57 5.5 6.5計19種(枯損木を除く)

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

※青字は保存対象種

0

5

10

15

20

25

30

本
数

胸高直径(cm)

H23

H28

H23

H28

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ｱｶﾏﾂ 7 7 70 70 28.72 29.88 71.5 72.8

2 ﾐｽﾞﾅﾗ 24 22 270 235 27.70 28.99 32.5 36.2
3 ｺﾅﾗ 5 5 50 50 4.66 4.99 32.1 33.3
4 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 29 30 1010 1035 3.85 4.19 6.1 6.4
5 ｺｼｱﾌﾞﾗ 5 5 230 230 1.62 1.82 6.3 6.6
6 ﾏﾙﾊﾞｱｵﾀﾞﾓ 2 2 50 50 0.75 0.78 13.8 14.0
7 ｱｵﾊﾀﾞ 3 3 75 75 0.46 0.51 8.6 9.2
8 ｴｿﾞﾔﾏｻﾞｸﾗ 2 2 50 50 0.28 0.30 8.5 8.8
9 ｱﾜﾌﾞｷ 2 2 125 125 0.19 0.22 3.7 4.2
10 ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ 5 4 500 400 0.08 0.14 1.4 2.1
11 ﾏﾙﾊﾞﾏﾝｻｸ 2 1 200 100 0.06 0.04 2.0 2.2
12 ﾐﾔﾏｶﾞﾏｽﾞﾐ 3 4 300 400 0.05 0.10 1.4 1.8
13 ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 1 1 100 100 0.03 0.05 2.1 2.4
14 ﾔﾏﾂﾂｼﾞ 1 1 100 100 0.02 0.03 1.4 1.8
15 ｺﾐﾈｶｴﾃﾞ 0 1 100 0.03 1.8

91 90 3130 3120 68.47 72.05 8.7 9.0計15種(枯損木を除く)

※青字は保存対象種
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項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

毎木調査の変化 ○
調査本数の増減が見られたが、林相や種組成に大きな変化は見られず、現状が維持
されている。

気象害 ○ 特になし。

大滝沢アカマツ林木遺伝資源保存林 （大滝沢アカマツ遺伝資源希少個体群保護林）

森林調査

A
病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増減は見られるが、現状が維持されている。

保存対象樹種の生育状況 ○ 高木層にアカマツの大径木が生育し、松枯れの発生等もなく健全に生育していた。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）

幸屋ウダイカンバ林木遺伝資源保存林 （幸屋ウダイカンバ遺伝資源希少個体群保護林）

保護林概況

設定目的 ウダイカンバの林木遺伝資源の保存のため。

保護林面積 14.24ha

標高・斜面方位
（プロット位置)

No.1：785m 斜面方位NW
No.2：821m 斜面方位S

林齢 175年生林齢 年生
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20

25

30

本
数

H23

H28

No.1 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 28 29 325 320 27.68 30.60 30.4 32.3

2 ｳﾀﾞｲｶﾝﾊﾞ 8 9 80 90 5.08 5.81 28.2 28.4
3 ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 13 12 775 750 1.64 1.83 3.5 3.7
4 ﾎｵﾉｷ 1 1 10 10 1.51 1.62 43.8 45.4
5 ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ 6 5 600 500 0.08 0.08 1.3 1.4
6 ﾀﾑｼﾊﾞ 6 6 600 600 0.08 0.16 1.3 1.7
7 ｺｼｱﾌﾞﾗ 3 4 300 400 0 04 0 08 1 4 1 6

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

幸屋ウダイカンバ林木遺伝資源保存林 （幸屋ウダイカンバ遺伝資源希少個体群保護林）

25

30

H23

0

5

胸高直径(cm)

No.2 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23

・ウダイカンバ1本（約28cm）の増加を確認。
（前回調査で計測漏れの可能性）

7 ｺｼｱﾌ ﾗ 3 4 300 400 0.04 0.08 1.4 1.6
8 ｵｵｶﾒﾉｷ 3 3 300 300 0.03 0.05 1.1 1.5
9 ﾔﾏｳﾙｼ 1 1 100 100 0.01 0.02 1.2 1.5

69 70 3090 3070 36.15 40.24 5.7 6.2計9種(枯損木を除く)

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

※青字は保存対象種

0

5

10

15

20

本
数

胸高直径(cm)

H28H28
H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 24 24 465 375 20.22 24.70 16.6 22.0

2 ｳﾀﾞｲｶﾝﾊﾞ 16 16 160 160 10.91 11.26 29.0 29.4
3 ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 44 44 2750 2405 5.33 5.56 3.6 4.0
4 ﾎｵﾉｷ 1 1 10 10 1.90 1.99 49.2 50.3
5 ﾔﾁﾀﾞﾓ 2 1 20 10 1.01 0.58 25.3 27.2
6 ｱｶｲﾀﾔ 2 1 20 10 0.93 0.61 24.0 27.9
7 ﾅﾅｶﾏﾄﾞ 1 0 10 0.36 21.4
8 ﾀﾑｼﾊﾞ 1 2 100 200 0.06 0.17 2.8 3.3
9 ｺｼｱﾌﾞﾗ 1 1 100 100 0.02 0.02 1.4 1.4
10 ｵｵｶﾒﾉｷ 0 1 100 0.02 1.5

92 91 3635 3370 40.73 44.91 6.8 7.3計10種(枯損木を除く)

※青字は保存対象種

項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

毎木調査の変化 ○ 林相や種組成に大きな変化は見られず、現状が維持されている。

気象害 ○ 特になし。

幸屋ウダイカンバ林木遺伝資源保存林 （幸屋ウダイカンバ遺伝資源希少個体群保護林）

森林調査

A
病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増減は見られるが、現状が維持されている。

保存対象樹種の生育状況 ○ 高木層にウダイカンバが生育し、健全に生育していた。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）
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仁鮒水沢スギ植物群落保護林 （仁鮒水沢スギ希少個体群保護林）

保護林概況

設定目的
天然秋田スギの自然状態における保存と
成立過程要因の解析、生態系等の学術研
究等に資するため。

保護林面積 18.46ha

標高・斜面方位
（プロット位置）

No.1：186m 斜面方位SW
No.2：224m 斜面方位NW

林齢 214年生

2
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8

10

12

本
数

H23

H28

No.1 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ｽｷﾞ 16 16 160 160 126.06 128.65 99.0 100.1

2 ﾄﾁﾉｷ 3 3 30 30 3.08 3.10 35.0 35.3
3 ﾊｸｳﾝﾎﾞｸ 1 1 25 25 0.14 0.16 8.5 9.1
4 ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 1 1 25 25 0.09 0.09 6.6 6.8

21 21 240 240 129.37 132.01 71.9 72.8計4種(枯損木を除く)

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

仁鮒水沢スギ植物群落保護林 （仁鮒水沢スギ希少個体群保護林）

青字 保護対象種

7

8

9

10

H23

0

2

胸高直径(cm)

No.2 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23
H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

※青字は保護対象種

0

1

2

3

4

5

6

7

本
数

胸高直径(cm)

H28H28

・スギ1本（約40cm）の自然枯死を確認。

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ｽｷﾞ 23 22 230 220 162.64 163.79 89.6 92.5

2 ﾄﾁﾉｷ 8 8 140 140 3.22 3.69 13.3 14.7
3 ﾎｵﾉｷ 2 2 35 35 1.25 1.37 15.3 16.0
4 ｱｶｲﾀﾔ 1 1 25 25 0.05 0.07 5.1 5.9
5 ｶｽﾐｻﾞｸﾗ 0 1 25 0.23 10.8

34 34 430 445 167.15 169.15 53.8 52.5計5種(枯損木を除く)

※青字は保護対象種
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項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

毎木調査の変化 ○ 天然スギが主体となって構成されており、現状が維持されている。

気象害 ○ 特になし。

仁鮒水沢スギ植物群落保護林 （仁鮒水沢スギ希少個体群保護林）

森林調査

A
病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増減は見られるが、現状が維持されている。

保護対象群落の生育状況 〇 気象害等は観察されず、保護対象のスギ天然林は健全に生育していた。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）

小掛山スギ植物群落保護林 （小掛山スギ希少個体群保護林）

保護林概況

設定目的 藩政時代における御留山として名残りを
とどめるスギ天然林の保存のため。

保護林面積 16.20ha

標高・斜面方位
（プロット位置）

No.1：118m 斜面方位SW
No.2：152m 斜面方位SW

林齢 214年生林齢 214年生
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4

6

8

10

12

14

16

18

本
数

H23

H28

No.1 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ｽｷﾞ 18 18 195 195 74.80 78.90 60.4 61.6

2 ﾐｽﾞﾅﾗ 7 7 100 85 6.67 6.56 27.0 29.4
3 ﾎｵﾉｷ 6 5 120 95 3.21 3.03 16.9 18.3
4 ｴｿﾞｲﾀﾔ 7 5 100 80 2.72 1.95 17.8 16.7
5 ｴｿﾞﾔﾏｻﾞｸﾗ 4 2 85 35 1.62 1.23 14.0 19.5
6 ﾔﾏﾎﾞｳｼ 6 5 150 110 1.39 1.36 10.5 12.3

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

小掛山スギ植物群落保護林 （小掛山スギ希少個体群保護林）

0

2

胸高直径(cm)

5

6

7

H23

No.2 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

6 ﾔﾏﾎ ｳｼ 6 5 150 110 1.39 1.36 10.5 12.3
7 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 9 9 225 225 1.33 1.30 8.6 8.5
8 ｸﾘ 2 2 20 20 1.18 1.44 26.4 29.3
9 ｱﾗｹﾞｱｵﾀﾞﾓ 3 2 60 50 0.58 0.17 9.3 6.5
10 ｱﾜﾌﾞｷ 2 2 50 50 0.22 0.22 7.4 7.4

64 57 1105 945 93.72 96.16 22.1 24.1計10種(枯損木を除く)

※青字は保護対象種

0

1

2

3

4

5

本
数

胸高直径(cm)

H28H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ｽｷﾞ 24 24 240 240 100.70 107.21 68.1 70.4

2 ﾄﾁﾉｷ 3 3 30 30 1.52 1.67 25.2 26.4
3 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 7 8 175 200 1.19 1.26 9.1 8.7
4 ｱﾜﾌﾞｷ 2 2 35 35 0.58 0.60 11.7 11.7
5 ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 1 1 10 10 0.54 0.54 26.3 26.1
6 ﾐｽﾞﾅﾗ 1 1 10 10 0.39 0.42 22.2 23.2
7 ｴｺﾞﾉｷ 1 1 25 25 0.38 0.57 14.0 17.1

39 40 525 550 105.31 112.27 38.0 37.7計7種(枯損木を除く)

※青字は保護対象種

項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

毎木調査の変化 ○ 天然スギが主体となって構成されており、現状が維持されている。

気象害 ○ 特になし。

小掛山スギ植物群落保護林 （小掛山スギ希少個体群保護林）

森林調査

A
病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増減は見られるが、現状が維持されている。

保護対象群落の生育状況 〇 気象害等は観察されず、保護対象の天然スギは健全に生育していた。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）
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森吉山クマゲラ特定動物生息地保護林 （森吉山クマゲラ希少個体群保護林）

保護林概況

設定目的 国指定天然記念物クマゲラとその他鳥獣
の生息地及び繁殖地を保護するため。

保護林面積 329.80ha

標高・斜面方位
（プロット位置）

No.2：742m 斜面方位E
No.3：648m 斜面方位W

175年生林齢 175年生
36年生（1034林班は1～3）

2

4

6

8

10

12

14

本
数

H23

H28

No.2 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 27 28 420 430 39.46 38.01 25.6 24.3

2 ﾀﾑｼﾊﾞ 2 2 50 50 0.11 0.14 5.2 6.0
3 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 1 2 25 50 0.06 0.11 5.4 5.2

30 32 495 530 39.62 38.25 22.5 20.8計3種(枯損木を除く)

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

森吉山クマゲラ特定動物生息地保護林 （森吉山クマゲラ希少個体群保護林）

16

18

H23

0

胸高直径(cm)

No.3 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23
No. 樹 種

計測対象木
（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

0

2

4

6

8

10

12

14

本
数

胸高直径(cm)

H23

H28

H23

H28
H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 24 29 375 440 31.69 40.22 23.7 25.4

2 ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 11 11 275 275 1.69 1.41 8.6 8.0
3 ﾐｽﾞﾅﾗ 1 1 10 10 0.57 0.64 26.9 28.6
4 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ 1 0 25 0.09 6.9
5 ｱｶｲﾀﾔ 0 1 25 0.40 14.3

37 42 685 750 34.04 42.68 17.1 18.7計5種(枯損木を除く)
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鳥類調査結果、クマゲラ痕跡調査

森吉山クマゲラ特定動物生息地保護林 （森吉山クマゲラ希少個体群保護林）

R-2 R-3

H28 H28

7月/10月 7月/10月

1 ハト科 アオバト 〇 準絶滅

2 キツツキ科 コゲラ 〇 〇

3 大型キツツキ類sp. 〇 〇

4 カラス科 カケス 〇 〇

森吉山クマゲラ特定動物生息地保護林 鳥類

No 科名 和名
環境省

RL
秋田県
RDB

過年度と
の比較

ブナ枯損木に確認されたクマゲラによるものと思われる食痕

12 ミヤマガラス 〇

13 ハシブトガラス 〇 〇

5 シジュウカラ科 コガラ 〇

6 ヤマガラ 〇 〇

17 ヒガラ 〇 〇

18 シジュウカラ 〇

24 メジロ科 メジロ 〇

7 ヒヨドリ科 ヒヨドリ 〇

8 ゴジュウカラ科 ゴジュウカラ 〇

9 カワガラス科 カワガラス 〇 〇

10 セキレイ科 ビンズイ 〇 〇

34 ヒタキ科 キビタキ 〇 〇

11 ホオジロ科 ホオジロ 〇 〇

計 11科 17種 15種 12種 0種 1種

・森吉山野生鳥獣センターへの聞き取り結果から、本年度もクマゲラの生息が確認されている
こと、ブナ大径木を中心としたブナ林が維持されていることなどから、クマゲラの生息環境
は維持されていると考えられる。

：本年度調査対象ルート

：指定種

項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

毎木調査の変化 ○
調査本数の増減が見られたが、林相や種組成に大きな変化は見られず、現状が
維持されている。

気象害 ○
一部、風雪害等による倒木が見られるが、林分自体に影響を与えるほどでは
無かった。

森吉山クマゲラ特定動物生息地保護林 （森吉山クマゲラ希少個体群保護林）

森林調査

A
病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増減は見られたが、現状が維持されている。

生息地の状況 ○

森吉山野生鳥獣センターへの聞き取り結果から、本年度もクマゲラの生息が確認さ
れていること、ブナ大径木を中心としたブナ林が維持されていることなどから、ク
マゲラの生息環境は維持されていると考えられる。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）

対策の必要性 － 特になし。
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仁鮒渕瀬カツラ植物群落保護林 （ － ）

保護林概況

設定目的 カツラ天然純林の自然状態における保存
と推移等の学術研究等に資するため。

保護林面積 0.20ha

標高・斜面方位
（プロット位置） No.1：104m 斜面方位NE

林齢 214年生林齢 214年生

2

4

6

8

10

12

14

本
数

H23

H28

No.1 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ｶﾂﾗ 35 33 575 495 84.18 88.22 30.9 35.6

2 ｽｷﾞ 4 4 55 55 4.27 4.64 26.3 27.4
3 ﾔﾁﾀﾞﾓ 1 0 25 0.10 7.1

40 37 655 550 88.55 92.86 29.6 34.7計3種(枯損木を除く)

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

仁鮒渕瀬カツラ植物群落保護林 （ － ）

※青字は保護対象種

0

2

胸高直径(cm)

・カツラ3本（約80、50、5cm）の自然枯死を確認。
・カツラ1本（約50cm）の新規加入個体を確認。
（前回調査で計測漏れの可能性）

大径木カツラ個体から多数のひこばえが発生 湿地を取り囲むようにカツラが生育している
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項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

毎木調査の変化 ○ カツラが主体となって構成されており、現状が維持されている。

気象害 ○ 特になし。

仁鮒渕瀬カツラ植物群落保護林 （ － ）

森林調査

A
病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増減は見られるが、現状が維持されている。

保護対象群落の生育状況 〇 著しい枯死等は観察されず、保護対象のカツラは健全に生育していた。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）
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平成28年度 北上川中流森林計画区

調査結果及び評価結果

調査対象地域
N

早池峰山周辺 

森林生態系保護地域 

野沢額山キタカミヒョウタンボク 

植物群落保護林 

毒ヶ森 

植物群落保護林 

焼石岳 

植物群落保護林 

長橋天然スギ 

植物群落保護林 

和賀岳 

植物群落保護林 

琴畑湿原ハルニレ 

林木遺伝資源保存林 

猿屋裏湿原 

植物群落保護林 

調査対象森林計画区
・北上川中流森林計画区（11保護林）

 

一関東山松 

植物群落保護林 

タデ沼ホオノキ 

林木遺伝資源保存林 

栗駒山・栃ヶ森山周辺 

森林生態系保護地域 
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評価結果一覧（北上川中流森林計画区）

森林調査
プロット数

動物調査
ルート数

利用動態
調査

地点数

1 生態-3 早池峰山周辺 森林生態系保護地域 3 3 1 A

総合評価
（案）

森林計画区 No 名称 種類

調査項目

整理
番号

2 生態-5 栗駒山・栃ヶ森山周辺 森林生態系保護地域 3 3 1 A

3 植物-17 毒ヶ森 植物群落保護林 3 A

4 植物-18 焼石岳 植物群落保護林 2 A

5 植物-20 和賀岳 植物群落保護林 3 A

6 林木-17 タデ沼ホオノキ 林木遺伝資源保存林 2 A

7 林木-18 琴畑湿原ハルニレ 林木遺伝資源保存林 2 A

8 植物-19 長橋天然スギ 植物群落保護林 2 A

9 植物-21 野沢額山キタカミヒョウタンボク 植物群落保護林 2 A

10 植物-16 一関東山松 植物群落保護林 2 A

11 植物-22 猿屋裏湿原 植物群落保護林 2 A

北上川中流

計 26 6 211保護林

早池峰山周辺森林生態系保護地域 （早池峰山周辺森林生態系保護地域）

保護林概況

設定目的

早池峰山周辺の原生的な天然林を保存する
ことにより、森林生態系からなる自然環境
の維持、動植物の保護、遺伝資源の保存、
森林の管理・学術研究に資するため。

保護林面積
（北上川中流
森林計画区）

3543.85ha
（保存地区：2203.08ha）
（保全利用地区：1340.77ha）

標高・斜面方位
（プロット位置）

No.2：1122m 斜面方位SE
No.3：1262m 斜面方位NE
No.4：1026m 斜面方位NW

林齢 69～204年生
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3

4

6

8

10

12

本
数

H23

H28

No.2 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ｼﾅﾉｷ 15 15 285 285 15.35 22.29 18.3 18.8

2 ﾌﾞﾅ 13 15 160 180 3.86 18.03 31.0 30.6
3 ｱｵﾀﾞﾓ 5 6 110 105 0.00 1.35 13.4 11.8
4 ｺｼｱﾌﾞﾗ 2 2 35 35 0 00 0 82 16 1 17 0

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

早池峰山周辺森林生態系保護地域 （早池峰山周辺森林生態系保護地域）

6

7

8

H23

H28

0

2

胸高直径(cm)

No.3 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23
H28

4 ｺｼｱﾌ ﾗ 2 2 35 35 0.00 0.82 16.1 17.0
5 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 2 3 35 45 0.00 1.09 14.7 16.5
6 ﾐｽﾞｷ 1 1 25 25 0.00 0.30 11.4 12.3

38 42 650 675 41.52 43.88 20.0 20.4計10種(枯損木を除く)

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

0

1

2

3

4

5

本
数

胸高直径(cm)

H28
H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 17 17 185 185 20.10 21.10 34.4 35.4

2 ｺﾒﾂｶﾞ 13 15 235 285 6.21 7.54 14.9 15.2
3 ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ 1 1 10 10 2.86 2.87 60.3 60.5

31 33 430 480 29.17 31.52 24.4 23.9計3種(枯損木を除く)

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 21 270 23.30 28.0

2 ｳﾗｼﾞﾛﾉｷ 3 30 1.38 24.1
3 ｱｵﾀﾞﾓ 7 175 1.19 8.9
4 ﾎｵﾉｷ 3 60 1.05 13.1
5 ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ 2 50 0.69 12.4
6 ｼﾅﾉｷ 3 60 0.61 10.5

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

8

10

12

14

16

18

20

本
数

H28

No.4 毎木調査結果比較

H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

既存GPSデータの不具合により、比較できず。

早池峰山周辺森林生態系保護地域 （早池峰山周辺森林生態系保護地域）

7 ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 2 35 0.56 13.8
8 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 3 75 0.53 8.7
9 ｺｼｱﾌﾞﾗ 3 75 0.51 8.8
10 ｺﾐﾈｶｴﾃﾞ 3 75 0.49 9.1
11 ｱｽﾞｷﾅｼ 1 10 0.30 19.5
12 ﾉﾘｳﾂｷﾞ 1 25 0.08 6.5

52 940 30.70 15.6計12種(枯損木を除く)

0

2

4

6

8

胸高直径(cm)

調査プロットNo.2内 調査プロットNo.3内 調査プロットNo.4内
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動物調査結果比較

早池峰山周辺森林生態系保護地域 （早池峰山周辺森林生態系保護地域）

R-1 R-5

H23 H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23

7月/9月 7月/9月 7月/10月 7月/9月 7月/10月 7月/9月 7月/10月 7月/9月

1 モグラ科 ヒミズ 〇 〇 〇

2 オナガザル科 ホンドザル 〇 〇 LP A

3 ウサギ科 トウホクノウサギ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

4 クマ科 ツキノワグマ 〇 〇 〇 〇 〇 D

5 イヌ科 ホンドギツネ 〇 〇 ▼

6 イタチ科 ホンドテン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

岩手県
RDB

過年度と
の比較

早池峰山周辺森林生態系保護地域 哺乳類

No 科名 和名

R-4
環境省

RL

R-3R-2

6 イタチ科 ホンドテン 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

7 ホンドオコジョ 〇 準絶滅 B ▼

8 シカ科 ニホンジカ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

9 ウシ科 ニホンカモシカ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 D

計 8科 9種 4種 5種 6種 3種 6種 7種 5種 6種 2種 4種

：本年度調査対象ルート

：指定種

過年度には確認されたが、本年度は確認されなかった種（▼）　　2　　  

本年度新たに確認した種（△）　　0　　　

・哺乳類については、3ルート全てにおいて、ニホンジカによるものと思われる
痕跡が確認された。

・ニホンジカによる森林環境への影響を注意深く観察していく必要がある。角研ぎ痕

獣道 食痕

鳥類調査結果比較
・鳥類については前回確認された鳥類と比較して、
アオゲラが新たに確認され、2種が未確認。

早池峰山周辺森林生態系保護地域 （早池峰山周辺森林生態系保護地域）

R-1 R-5

H23 H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23

7月/9月 7月/9月 7月/10月 7月/9月 7月/10月 7月/9月 7月/10月 7月/9月

1 キジ科 ヤマドリ 〇 〇 〇 D

2 カッコウ科 ジュウイチ 〇 〇 D

3 ホトトギス 〇 〇 〇 〇

4 ツツドリ 〇 〇

5 カッコウ 〇 ▼

6 タカ科 ハチクマ 〇 準絶滅 C

7 ノスリ 〇 〇 D

R-4

早池峰山周辺森林生態系保護地域 鳥類

No 科名 和名
環境省

RL
岩手県
RDB

過年度と
の比較

R-2 R-3

リ

8 キツツキ科 コゲラ 〇 〇 〇

9 アカゲラ 〇 〇 〇

10 アオゲラ 〇 〇 △

11 モズ科 モズ 〇

12 カラス科 カケス 〇 〇 〇 〇

13 ホシガラス 〇 〇 〇 ▼

14 ハシブトガラス 〇 〇 〇

15 キクイタダキ科 キクイタダキ 〇 〇 〇

16 シジュウカラ科 コガラ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

17 ヒガラ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

18 シジュウカラ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

19 ウグイス科 ウグイス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

20 エナガ科 エナガ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

21 ムシクイ科 メボソムシクイ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

22 メジロ科 メジロ 〇 〇 〇

23 ゴジュウカラ科 ゴジュウカラ 〇 〇 〇 〇 〇

24 ミソサザイ科 ミソサザイ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

25 カワガラス科 カワガラス 〇 〇 〇 〇

26 ヒタキ科 コマドリ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 C

27 コルリ 〇 〇

R-3沢沿いルート

リ

28 ルリビタキ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

29 ノビタキ 〇 C

30 キビタキ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

31 オオルリ 〇 〇 〇 〇 〇

32 イワヒバリ科 カヤクグリ 〇 〇 D

33 セキレイ科 キセキレイ 〇 〇

34 ビンズイ 〇 〇

35 アトリ科 ウソ 〇 〇 〇 〇 〇

36 ホオジロ科 クロジ 〇 〇 〇 〇 D

計 20科 36種 10種 21種 20種 20種 22種 11種 18種 19種 1種 8種

：本年度調査対象ルート

：指定種

本年度新たに確認した種（△）　　1　　　

過年度には確認されたが、本年度は確認されなかった種（▼）　　2　　　
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項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

森林調査

毎木調査の変化 ○
調査本数の増減が見られたが、林相や種組成に大きな変化は見られず、現状が維持さ
れている。

気象害 ○ 一部、風雪害等による倒木が見られるが、林分自体に影響を与えるほどでは無かった。

病虫害 ○ 特になし。

部 ホンジカによると思われる角研ぎや採食痕が見られるが 林分自体に影響を

早池峰山周辺森林生態系保護地域 （早池峰山周辺森林生態系保護地域）

A
獣害 ▲

一部、ニホンジカによると思われる角研ぎや採食痕が見られるが、林分自体に影響を
与えるほどでは無かった。

下層植生の変化 ○ 出現種の増加は見られたが、現状が維持されている。

動物調査 出現種の変化 ○
鳥類については前回確認された鳥類と比較して、1種が新たに確認され2種が未確認、
哺乳類についてはニホンジカによると思われる痕跡が全調査ルートで確認されている。

利用動態 利用状況 －
河原の坊登山コースでの崩落に伴う登山道使用禁止のため、本地点からの入り込みは
確認されなかった。

湿原等 湿原の状況 モニタリングプロット近傍での湿原は確認されていない湿原等 湿原の状況 － モニタリングプロット近傍での湿原は確認されていない。

対策の必要性 － 引き続き、ニホンジカの情報など収集に努め、関係機関等と対策を進める必要がある。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）

栗駒山・栃ヶ森山周辺森林生態系保護地域 （栗駒山・栃ヶ森山周辺森林生態系保護地域）

保護林概況

設定目的

日本海型から太平洋型への移行帯におけ
るブナ林等の原生的な天然林を保存する
ことにより、森林生態系からなる自然環
境の維持、動植物の保護、遺伝資源の保
存、森林の管理・学術研究に資するため。

保護林面積
（北上川中流

8580.76ha
（保存地区：4429.84ha）

森林計画区） （保全利用地区：4150.92ha）

標高・斜面方位
（プロット位置）

No.1：801m 斜面方位E
No.4：717m 斜面方位N
No.5：1050m 斜面方位NW

林齢 125～220年生
51～56年生（カラマツ人工林）

PPT資料 - 36



2017/2/26

6

4

6

8

10

12

本
数

H23

H28

No.1 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 21 22 210 220 22.55 23.62 35.4 35.4

2 ﾐｽﾞﾅﾗ 3 3 30 30 6.53 6.72 48.9 49.6
3 ｱｶｲﾀﾔ 1 0 10 1.17 38.5
4 ｱｽﾞｷﾅｼ 1 1 10 10 0.74 0.73 30.7 30.4
5 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 4 4 100 100 0.45 0.93 7.5 10.2
6 ﾀﾑｼﾊﾞ 1 0 25 0 18 9 6

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

栗駒山・栃ヶ森山周辺森林生態系保護地域 （栗駒山・栃ヶ森山周辺森林生態系保護地域）

0

2

胸高直径(cm)

30

35

H23

H28

No.4 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23
H28

6 ﾀﾑｼﾊ 1 0 25 0.18 9.6
7 ﾔﾏｳﾙｼ 1 0 25 0.10 7.2
8 ﾐｽﾞｷ 1 0 25 0.07 5.8

33 30 435 360 31.78 32.00 25.1 29.5計8種(枯損木を除く)

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

0

5

10

15

20

25

本
数

胸高直径(cm)

H28H28

・小円部において、5cm以上の新規個体が大幅に増加。
（H23では5cｍ未満であった個体が、H28では5cm以上になったため）

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 9 14 105 165 15.55 20.58 39.3 32.4

2 ﾀﾑｼﾊﾞ 6 7 150 175 0.61 0.74 6.9 7.1
3 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 2 27 35 645 0.49 5.14 12.2 9.2
4 ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 1 1 10 10 0.42 0.41 23.1 22.8
5 ﾘｮｳﾌﾞ 2 2 50 50 0.15 0.13 6.3 5.8
6 ｺｼｱﾌﾞﾗ 1 2 25 50 0.13 0.26 8.3 7.9
7 ｱｵﾀﾞﾓ 1 2 25 50 0.07 0.12 6.0 5.5

22 55 400 1145 17.42 27.37 16.3 12.0計7種(枯損木を除く)

6

8

10

12

14

本
数

H23

H28

No.5 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 12 13 120 130 20.57 23.71 45.0 46.4

2 ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ 2 2 20 20 2.72 3.03 41.1 43.5
3 ﾅﾅｶﾏﾄﾞ 2 1 35 25 0.66 0.33 14.6 13.0
4 ｱｵﾀﾞﾓ 1 1 25 25 0.55 0.57 16.8 17.1
5 ｵｵﾓﾐｼﾞ 3 3 75 75 0.38 0.44 7.6 8.2

ﾞ

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

栗駒山・栃ヶ森山周辺森林生態系保護地域 （栗駒山・栃ヶ森山周辺森林生態系保護地域）

0

2

4

胸高直径(cm)

6 ﾀﾑｼﾊﾞ 1 5 25 125 0.27 1.55 11.8 12.2
7 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 2 8 50 200 0.25 1.01 8.0 7.9
8 ﾐﾈｶｴﾃﾞ 2 2 50 50 0.15 0.19 6.2 6.9

25 35 400 650 25.55 30.84 21.8 18.0計8種(枯損木を除く)

・小円部において、5cm以上の新規個体が大幅に増加。
（H23では5cｍ未満であった個体が、H28では5cm以上になったため）

調査プロットNo.1内 調査プロットNo.4内 調査プロットNo.5内
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鳥類調査結果比較
・鳥類については前回確認された鳥類と比較して、
ヤマドリが新たに確認され、6種が未確認。

・哺乳類については大きな変化は見られなかった。

・確認種の増減は見られたが、大きな問題は
無いと考えられる。

栗駒山・栃ヶ森山周辺森林生態系保護地域 （栗駒山・栃ヶ森山周辺森林生態系保護地域）

R-2 R-3

H23 H28 H23 H23 H23 H28 H23 H28

7月/9月 7月/10月 7月/9月 7月/9月 7月/9月 7月/10月 7月/9月 7月/10月

1 キジ科 ヤマドリ 〇 〇 D △

2 ハト科 キジバト 〇 〇 〇 〇 〇

3 アオバト 〇 ▼

4 カッコウ科 ジュウイチ 〇 D ▼

5 ホトトギス 〇 〇

6 ツツドリ 〇 〇

7 カッコウ 〇 〇 〇

8 タカ科 トビ 〇 〇

栗駒山・栃ヶ森山周辺森林生態系保護地域 鳥類

No 科名 和名
環境省

RL
岩手県
RDB

過年度と
の比較

R-1 R-5R-4

8 タカ科 トビ 〇 〇

9 ノスリ 〇 〇 D

10 キツツキ科 コゲラ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

11 オオアカゲラ 〇 D ▼

12 アカゲラ 〇 〇 〇 〇

13 モズ科 アカモズ 〇 ⅠB類 Ａ ▼

14 カラス科 カケス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

15 ホシガラス 〇 ▼

16 ハシブトガラス 〇 〇 〇

17 キクイタダキ科 キクイタダキ 〇 〇

18 シジュウカラ科 コガラ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

19 ヤマガラ 〇 〇 〇

20 ヒガラ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

21 シジュウカラ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

22 ツバメ科 イワツバメ 〇 〇

23 ヒヨドリ科 ヒヨドリ 〇 〇 〇

24 ウグイス科 ウグイス 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

25 ヤブサメ 〇 ▼

26 ムシクイ科 メボソムシクイ 〇 〇

27 エゾムシクイ 〇 〇

28 ゴジ ウカラ科 ゴジ ウカラ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

R-1沢沿いルート

28 ゴジュウカラ科 ゴジュウカラ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

29 ミソサザイ科 ミソサザイ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

30 カワガラス科 カワガラス 〇 〇 〇

31 ヒタキ科 アカハラ 〇 〇

32 キビタキ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

33 オオルリ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

34 セキレイ科 キセキレイ 〇 〇 〇

35 ビンズイ 〇 〇

36 ホオジロ科 ホオジロ 〇 〇

37 クロジ 〇 〇 〇 〇 D

計 19科 37種 16種 19種 15種 13種 27種 18種 16種 14種 1種 6種

：本年度調査対象ルート

：指定種

本年度新たに確認した種（△）　　1　　　

過年度には確認されたが、本年度は確認されなかった種（▼）　　6　　　

項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

森林調査

毎木調査の変化 ○
ブナ-チシマザサ群落が主体となって構成されており、現状が維持されている。
低木の顕著な増加が見られたが、新規加入個体による増加と考えられる。

気象害 ○ 特になし。

病虫害 ○ 特になし。

栗駒山・栃ヶ森山周辺森林生態系保護地域 （栗駒山・栃ヶ森山周辺森林生態系保護地域）

A
獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増加は見られたが、現状が維持されている。

動物調査 出現種の変化 ○
鳥類については前回確認された鳥類と比較して、1種が新たに確認され6種が未確認、
哺乳類については2種の痕跡が未確認であった。

利用動態 利用状況 ○

利用状況は過年度と同様に利用者が非常多いが、駐車場や歩道等が整備されており、
適正に利用されている。また、保護林内を走る道路沿いのスペースは、全てフェン
スが張られており（岩手県側）、一般者の駐車等は見られず、林内への進入は極力
抑えられていた。

湿原等 湿原の状況 モニタリングプロット近傍での湿原は確認されていない湿原等 湿原の状況 － モニタリングプロット近傍での湿原は確認されていない。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）
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毒ヶ森植物群落保護林 （毒ヶ森生物群集保護林）

保護林概況

設定目的
毒ヶ森周辺の日本海側ブナ林から亜高山
落葉低木林にいたる多様な植物群落を一
体のものとして保存するため。

保護林面積 1639.11ha

標高・斜面方位
（プロ ト位置）

No.1：582m 斜面方位W
No.2：738m 斜面方位NW（プロット位置） No.2 738m 斜面方位NW
No.5：844m 斜面方位NW

林齢 65～199年生

1

2

3

4

5

本
数

H23

H28

No.1 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 17 17 170 170 35.26 37.80 50.3 52.1

2 ﾐｽﾞﾅﾗ 3 3 30 30 3.23 3.28 36.9 37.1

20 20 200 200 38.50 41.07 48.3 49.9計2種(枯損木を除く)

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

毒ヶ森植物群落保護林 （毒ヶ森生物群集保護林）

5

6

0

胸高直径(cm)

No.2 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23
No. 樹 種

計測対象木
（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

0

1

2

3

4

5

本
数

胸高直径(cm)

H23

H28

H23

H28
H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 24 26 255 275 41.83 46.85 42.4 43.4

2 ﾐｽﾞﾅﾗ 1 1 10 10 0.91 0.99 34.0 35.5

25 27 265 285 42.74 47.84 42.1 44.0計2種(枯損木を除く)
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4

6

8

10

12

本
数

H23

H28

No.5 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 29 28 305 295 35.10 34.73 36.2 36.7

2 ﾐｽﾞﾅﾗ 3 2 30 20 2.39 1.81 31.0 33.6
3 ｱｵﾀﾞﾓ 2 2 35 35 0.60 0.63 13.6 13.8
4 ｼﾅﾉｷ 1 0 25 0.40 14.3
5 ｱｶｲﾀﾔ 1 1 25 25 0.36 0.38 13.5 13.9

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

毒ヶ森植物群落保護林 （毒ヶ森生物群集保護林）

0

2

胸高直径(cm)

6 ﾋﾄﾂﾊﾞｶｴﾃﾞ 1 1 10 10 0.26 0.27 18.3 18.5
7 ｼﾛﾔｼｵ 2 2 50 50 0.21 0.21 7.1 7.2
8 ｱｽﾞｷﾅｼ 1 1 25 25 0.07 0.07 6.1 6.1
9 ﾉﾘｳﾂｷﾞ 1 1 25 25 0.06 0.06 5.3 5.3
10 ﾎｵﾉｷ 0 1 25 0.31 12.5

41 39 530 510 39.46 38.46 26.3 26.4計10種(枯損木を除く)

調査プロットNo.1内 調査プロットNo.2内 調査プロットNo.5内

項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

森林調査

毎木調査の変化 ○
調査本数の増減が見られたが、林相や種組成に大きな変化は見られず、現状が
維持されている。

気象害 ○ 特になし。

病虫害 ○ 特になし

毒ヶ森植物群落保護林 （毒ヶ森生物群集保護林）

森林調査

A

病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増減は見られたが、現状が維持されている。

湿原等 湿原の状況 － モニタリングプロット近傍での湿原は確認されていない。

保護対象群落の生育状況 〇 ブナ林を中心とした植物群落が維持されている。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）
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焼石岳植物群落保護林 （焼石岳生物群集保護林）

保護林概況

設定目的

焼石岳周辺の多様な植物群落を一体のもの
として保存するとともに、奥羽山脈縦断自
然樹林帯の核として森林生態系の効果的な
保全に資するため。

保護林面積 8768.22ha

標高・斜面方位 No.3：1124m 斜面方位SW
（プロット位置） No.5：859m 斜面方位SW

林齢 119～215年生
30～42年生（カラマツ、スギ人工林）

20

30

40

50

60

70

本
数

H23

H28

No.3 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 36 40 870 970 7.94 9.52 10.3 10.7

2 ﾐﾈｶｴﾃﾞ 15 18 375 450 1.56 2.21 7.2 7.7
3 ﾅﾅｶﾏﾄﾞ 9 17 225 425 1.21 2.11 8.1 7.7
4 ﾐﾔﾏﾅﾗ 2 2 50 50 0.33 0.32 9.0 8.9
5 ﾏﾙﾊﾞﾏﾝｻｸ 3 3 75 75 0.33 0.31 7.4 7.3

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

焼石岳植物群落保護林 （焼石岳生物群集保護林）

40

45

0

10

胸高直径(cm)

No.5 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23

6 ｵｵｶﾒﾉｷ 3 3 75 75 0.29 0.33 6.9 7.4
7 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 2 2 50 50 0.26 0.22 8.1 7.6

70 85 1720 2095 11.91 15.03 9.0 9.1計7種(枯損木を除く)

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

0

5

10

15

20

25

30

35

本
数

胸高直径(cm)

H23

H28

H23
H28

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 18 18 300 300 14.96 16.75 19.3 20.3

2 ｺｼｱﾌﾞﾗ 23 16 575 400 4.89 4.37 10.0 11.4
3 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 17 15 425 375 2.27 2.02 8.1 8.1
4 ｳﾀﾞｲｶﾝﾊﾞ 4 4 40 40 1.75 2.06 23.4 25.4
5 ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ 3 2 75 50 0.61 0.51 9.5 10.5
6 ﾎｵﾉｷ 1 1 10 10 0.47 0.53 24.5 25.9
7 ｱｵﾀﾞﾓ 3 3 75 75 0.27 0.29 6.7 7.0
8 ﾅﾅｶﾏﾄﾞ 1 1 25 25 0.26 0.26 11.4 11.4
9 ﾀﾑｼﾊﾞ 2 2 50 50 0.16 0.16 6.4 6.3
10 ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 1 0 25 0.15 8.6
11 ｴｿﾞｲﾀﾔ 1 1 25 25 0.09 0.10 6.7 7.2
12 ﾏﾙﾊﾞﾏﾝｻｸ 1 0 25 0.05 5.0

75 63 1650 1350 25.91 27.05 11.3 12.4計12種(枯損木を除く)
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項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

森林調査

毎木調査の変化 ○
調査本数の増減が見られたが、林相や種組成に大きな変化は見られず、現状が
維持されている。

気象害 ○ 特になし。

病虫害 ○ 特になし

焼石岳植物群落保護林 （焼石岳生物群集保護林）

森林調査

A

病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増減は見られたが、現状が維持されている。

湿原等 湿原の状況 〇
モニタリングプロットNo.3近傍の湿原にて写真撮影と概況を記録した。
池塘が配置され周辺には湿性草本が生育しており、湿原が維持されていた。

保護対象群落の生育状況 〇 低木林やブナを中心とした植物群落が維持されている。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）

和賀岳植物群落保護林 （和賀岳生物群集保護林）

保護林概況

設定目的

和賀岳周辺の高山帯から山地帯にまたが
る多様な植物群落を一体のものとして保
存するとともに、奥羽山脈縦断自然樹林
帯の核として森林生態系の効果的な保全
に資するため。

保護林面積 2556.06ha

標高・斜面方位
（プロット位置）

No.2：1144m 斜面方位NE
No.3：1182m 斜面方位SW
No.4 979m 斜面方位SW

林齢 154～199年生
37～38年生（スギ人工林）
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4

6

8

10

12

14

16

18

20

本
数

H23

H28

No.2 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 59 58 770 760 36.15 39.09 21.8 22.8

2 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 12 8 300 200 1.16 0.90 6.7 7.2
3 ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ 1 1 10 10 0.96 1.08 35.0 37.0
4 ﾅﾅｶﾏﾄﾞ 1 1 25 25 0.12 0.12 7.7 7.8
5 ﾐﾈｶｴﾃﾞ 1 1 25 25 0.05 0.05 5.0 5.1

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

和賀岳植物群落保護林 （和賀岳生物群集保護林）

30

35

H23

0

2

胸高直径(cm)

No.3 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23

74 69 1130 1020 38.43 41.23 17.2 19.1計5種(枯損木を除く)

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

0

5

10

15

20

25

本
数

胸高直径(cm)

H28H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 63 63 1005 1005 33.39 34.87 17.1 17.6

2 ｼﾗｶﾝﾊﾞ 4 4 40 40 4.06 4.18 33.8 34.3
3 ｼﾅﾉｷ 6 7 75 70 3.52 3.56 23.6 24.7
4 ﾉﾘｳﾂｷﾞ 6 5 150 125 0.86 0.74 8.2 8.3
5 ﾅﾅｶﾏﾄﾞ 2 2 35 35 0.85 0.86 14.6 14.9
6 ｱｵﾀﾞﾓ 2 2 50 50 0.75 0.30 13.2 8.7
7 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 5 5 110 110 0.72 0.81 8.4 8.8
8 ﾐｽﾞﾅﾗ 1 0 25 0.62 17.8
9 ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 1 1 25 25 0.09 0.09 6.6 6.6

90 89 1515 1460 44.85 45.41 16.0 16.4計9種(枯損木を除く)

15

20

25

30

35

40

本
数

H23

H28

No.4 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 31 28 520 430 14.92 14.66 16.0 17.5

2 ｼﾅﾉｷ 29 27 635 585 7.21 7.43 10.1 10.8
3 ｱｵﾀﾞﾓ 16 15 355 330 3.83 3.84 10.7 11.0
4 ｱｶｲﾀﾔ 3 3 60 60 1.17 1.23 12.2 12.4

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

和賀岳植物群落保護林 （和賀岳生物群集保護林）

0

5

10

胸高直径(cm)

4 ｱｶｲﾀﾔ 3 3 60 60 1.17 1.23 12.2 12.4
5 ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ 3 3 30 30 1.06 1.10 21.1 21.5
6 ｱｽﾞｷﾅｼ 2 2 20 20 0.79 0.85 22.5 23.2
7 ｺｼｱﾌﾞﾗ 1 1 10 10 0.69 0.81 29.7 32.1
8 ﾅﾅｶﾏﾄﾞ 3 3 45 45 0.69 0.76 11.7 12.3

88 82 1675 1510 30.35 30.69 12.7 13.4計8種(枯損木を除く)

調査プロットNo.2内 調査プロットNo.3内 調査プロットNo.4内
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項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

森林調査

毎木調査の変化 ○
調査本数の増減が見られたが、林相や種組成に大きな変化は見られず、現状が
維持されている。

気象害 ○ 特になし。

病虫害 ○ 特になし

和賀岳植物群落保護林 （和賀岳生物群集保護林）

森林調査

A

病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増減は見られたが、現状が維持されている。

湿原等 湿原の状況 － モニタリングプロット近傍での湿原は確認されていない。

保護対象群落の生育状況 〇 ブナ林を中心とした植物群落が維持されている。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）

タデ沼ホオノキ林木遺伝資源保存林（タデ沼ホオノキ遺伝資源希少個体群保護林）

保護林概況

設定目的 ブナ、ホオノキ、イタヤカエデの林木遺
伝資源の保存のため。

保護林面積 32.30ha

標高・斜面方位
（プロット位置）

No.1：612m 斜面方位NE
No.2：585m 斜面方位NW

林齢 175年生林齢 175年生
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3

4

5

6

7

8

9

10

本
数

H23

H28

No.1 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 14 12 230 195 31.16 22.85 28.2 27.6

2 ﾔﾁﾀﾞﾓ 1 1 10 10 4.72 4.28 77.5 73.8
3 ﾎｵﾉｷ 2 2 20 20 3.09 3.16 44.3 44.8
4 ﾄﾁﾉｷ 2 1 110 10 1.38 1.26 6.9 40.1
5 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 3 4 150 175 0.46 0.77 5.7 6.8
6 ｻﾜｸﾞﾙﾐ 1 0 25 0.12 7.8
7 ｴｿﾞﾂﾘﾊﾞﾅ 1 1 100 100 0.09 0.10 3.4 3.5

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

タデ沼ホオノキ林木遺伝資源保存林（タデ沼ホオノキ遺伝資源希少個体群保護林）

35

0

1

2

3

胸高直径(cm)

No.2 毎木調査結果比較
本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

・ブナの倒木の下敷きとなり、低木類が減少した。

ｿ ﾘ ﾅ
8 ｷﾀﾉﾃﾂｶｴﾃﾞ 2 0 200 0.05 1.9
9 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ 2 0 200 0.04 1.5
10 ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ 1 1 100 100 0.03 0.04 1.9 2.3
11 ｺﾏﾕﾐ 1 0 100 0.03 1.9

30 22 1245 610 41.16 32.46 9.1 15.1計11種(枯損木を除く)

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

※青字は保存対象種

0

5

10

15

20

25

30

本
数

胸高直径(cm)

H23

H28

H23

H28

1 ﾌﾞﾅ 19 19 190 190 29.05 29.12 42.6 42.6

2 ﾐｽﾞﾅﾗ 1 1 10 10 2.23 2.22 53.3 53.2
3 ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 6 6 210 210 1.39 1.42 6.3 6.7
4 ｱｶｼﾃﾞ 1 1 10 10 0.57 0.58 27.0 27.2
5 ﾘｮｳﾌﾞ 14 11 1400 1100 0.31 0.38 1.6 2.1
6 ﾎｵﾉｷ 1 1 25 25 0.22 0.22 10.7 10.7
7 ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ 1 1 25 25 0.19 0.19 9.9 9.9
8 ﾀﾑｼﾊﾞ 6 7 600 700 0.16 0.26 1.8 2.2
9 ｺｼｱﾌﾞﾗ 2 2 125 50 0.15 0.21 3.7 7.3
10 ﾋﾄﾂﾊﾞｶｴﾃﾞ 1 1 25 25 0.13 0.18 8.2 9.6
11 ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 2 2 200 200 0.06 0.09 1.9 2.3
12 ﾏﾙﾊﾞﾏﾝｻｸ 1 1 100 100 0.05 0.06 2.4 2.8
13 ｵｵｶﾒﾉｷ 3 3 300 300 0.03 0.08 1.2 1.8
14 ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ 1 1 100 100 0.01 0.02 1.1 1.5

59 57 3320 3045 34.56 35.04 4.8 5.5計14種(枯損木を除く)

※青字は保存対象種

項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

毎木調査の変化 ○
ギャップの発生に伴い調査本数の減少が見られたが、林相や種組成に大きな変化は
見られず、現状が維持されている。

気象害 ○ 一部、風雪害等による倒木が見られるが、林分自体に影響を与えるほどでは無かった。

タデ沼ホオノキ林木遺伝資源保存林（タデ沼ホオノキ遺伝資源希少個体群保護林）

森林調査

A
病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ ギャップの発生に伴う出現種の増減は見られるが、現状が維持されている。

保存対象樹種の生育状況 〇 保存対象種ブナ及びホオノキ、アカイタヤの生育は良好であり、健全に生育していた。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）
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琴畑湿原ハルニレ林木遺伝資源保存林 （琴畑湿原ハルニレ遺伝資源希少個体群保護林）

保護林概況

設定目的 ミズナラ、ハルニレの林木遺伝資源の保存
のため。

保護林面積 17.00ha

標高・斜面方位
（プロット位置）

No.1：702m 斜面方位SE
No.2：695m 斜面方位NW

林齢 93年生林齢 93年生

4

6

8

10

12

14

16

18

20

本
数

H23

H28

No.1 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾐｽﾞﾅﾗ 12 13 135 145 11.43 13.10 29.2 30.2

2 ﾊﾙﾆﾚ 2 3 20 30 10.06 10.74 79.4 61.8
3 ｻﾜｼﾊﾞ 25 25 1435 1210 2.98 3.49 4.1 4.8
4 ｲﾇｴﾝｼﾞｭ 3 3 60 60 1.18 1.25 14.5 14.9
5 ﾊﾘｷﾞﾘ 1 1 10 10 1.05 1.05 36.5 36.5
6 ﾊﾞｯｺﾔﾅｷﾞ 1 1 10 10 0.93 1.02 34.4 36.0
7 ｵﾆｲﾀﾔ 2 2 20 20 0 68 0 67 20 8 20 7

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

琴畑湿原ハルニレ林木遺伝資源保存林 （琴畑湿原ハルニレ遺伝資源希少個体群保護林）

18

0

2

胸高直径(cm)

No.2 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

・ミズナラ、ハルニレ各1本（約30cm）の増加。
（前回調査にて計測漏れの可能性）

7 ｵﾆｲﾀﾔ 2 2 20 20 0.68 0.67 20.8 20.7
8 ｵﾆｸﾞﾙﾐ 1 1 25 25 0.50 0.61 16.0 17.6
9 ｴｿﾞﾔﾏｻﾞｸﾗ 2 1 50 25 0.21 0.14 7.4 8.3
10 ｼﾅﾉｷ 1 1 25 25 0.06 0.08 5.5 6.3
11 ｵｵﾓﾐｼﾞ 1 2 25 50 0.06 0.14 5.3 6.1

51 53 1815 1610 29.14 32.29 8.0 9.5計11種(枯損木を除く)

計測対象木
1haあたり換算結果

本数 胸高断面積 平均胸高直径

※青字は保存対象種

0

2

4

6

8

10

12

14

16

本
数

胸高直径(cm)

H23

H28

H23

H28
H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾐｽﾞﾅﾗ 9 10 195 205 13.63 17.09 19.0 37.9

2 ﾊﾙﾆﾚ 3 3 30 30 7.38 7.51 54.9 55.4
3 ｻﾜｼﾊﾞ 22 23 1015 1040 7.02 7.10 5.7 5.7
4 ﾊﾞｯｺﾔﾅｷﾞ 1 1 10 10 1.58 1.65 44.9 45.9
5 ｲﾇｴﾝｼﾞｭ 7 6 250 225 0.77 0.76 5.9 7.8

42 43 1500 1510 30.38 34.12 8.7 10.3計5種(枯損木を除く)

No. 樹 種
計測対象木

（本）
本数

(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

・ミズナラ1本（約22cm）の新規加入個体を確認（大円部）。

※青字は保存対象種
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項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

毎木調査の変化 ○
調査本数の増減が見られたが、林相や種組成に大きな変化は見られず、現状が維持さ
れている。

気象害 ○ 特になし。

琴畑湿原ハルニレ林木遺伝資源保存林 （琴畑湿原ハルニレ遺伝資源希少個体群保護林）

森林調査

A
病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増減は見られたが、現状が維持されている。

保存対象樹種の生育状況 〇 保存対象種ハルニレ、ミズナラの生育は良好であり、健全に生育していた。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）

長橋天然スギ植物群落保護林 （長橋スギ希少個体群保護林）

保護林概況

設定目的 天然スギの保存と自然推移の観察に資する
ため。

保護林面積 12.62ha

標高・斜面方位
（プロット位置）

No.1：447m 斜面方位SW
No.2：469m 斜面方位NW

林齢 144 204年生林齢 144～204年生
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10

15

20

25

30

本
数

H23

H28

No.1 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ｽｷﾞ 17 17 215 215 58.69 66.18 48.0 50.8

2 ﾌﾞﾅ 38 38 830 830 13.36 13.95 11.7 11.7
3 ｺｼｱﾌﾞﾗ 10 8 250 200 2.02 1.49 9.4 9.0
4 ｱｶｲﾀﾔ 1 1 10 10 0.76 0.81 31.1 32.1
5 ﾐｽﾞﾅﾗ 2 0 50 0 71 13 4

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

長橋天然スギ植物群落保護林 （長橋スギ希少個体群保護林）

12

14

H23

0

5

胸高直径(cm)

No.2 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23

5 ﾐｽ ﾅﾗ 2 0 50 0.71 13.4

68 64 1355 1255 75.54 82.43 17.2 18.1計5種(枯損木を除く)

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

※青字は保護対象種

0
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4

6

8

10

本
数

胸高直径(cm)

H28H28

・スギ3本（約6cm、12cm、20cm）の自然枯死を確認。

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ｽｷﾞ 43 40 490 430 74.02 80.30 37.5 42.8

2 ﾌﾞﾅ 18 18 360 360 6.28 6.82 12.5 13.1
3 ｺｼｱﾌﾞﾗ 8 8 170 170 1.79 1.89 10.4 10.6
4 ﾎｵﾉｷ 2 2 35 20 1.00 0.74 18.9 21.6
5 ｳﾗｼﾞﾛﾉｷ 1 1 25 25 0.18 0.20 9.5 10.0
6 ｱｵﾀﾞﾓ 0 1 25 0.05 5.2

72 70 1080 1030 83.26 89.99 23.7 25.0計6種(枯損木を除く)

※青字は保護対象種

項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

毎木調査の変化 ○ 天然スギが主体となって構成されており、現状が維持されている。

気象害 ○ 特になし。

長橋天然スギ植物群落保護林 （長橋スギ希少個体群保護林）

森林調査

A
病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増減は見られるが、現状が維持されている。

保護対象群落の生育状況 〇 気象害等は観察されず、保護対象の天然スギは健全に生育していた。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）
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保護林概況

設定目的
野沢額山の西側斜面におけるキタカミ
ヒョウタンボクを含む貴重な植物群落の
保護のため。

保護林面積 25.34ha

標高・斜面方位
（プロット位置）

No.1：847m 斜面方位NE
No.2：944m 斜面方位NW

野沢額山キタカミヒョウタンボク植物群落保護林（野沢額山キタカミヒョウタンボク希少個体群保護林）

林齢 123年生

1

2

3

4

5

6

7

本
数

H23

H28

No.1 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾄﾁﾉｷ 5 5 50 50 24.80 25.16 69.7 70.3

2 ｶﾂﾗ 7 7 100 100 8.99 8.57 26.4 26.4
3 ﾎｵﾉｷ 2 2 20 20 3.89 3.93 49.5 49.8
4 ﾌﾞﾅ 8 9 155 150 2.93 3.01 15.1 15.4
5 ｱｶｲﾀﾔ 1 1 10 10 2.03 2.17 50.8 52.6
6 ｼﾅﾉｷ 1 1 10 10 0 91 1 04 34 0 36 4

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

野沢額山キタカミヒョウタンボク植物群落保護林（野沢額山キタカミヒョウタンボク希少個体群保護林）

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

14

16

18

H23

0

1

胸高直径(cm)

No.2 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23

・保護対象種キタカミヒョウタンボクを小円部にて確認。

6 ｼﾅﾉｷ 1 1 10 10 0.91 1.04 34.0 36.4
7 ﾊﾘｷﾞﾘ 1 0 10 0.77 31.3
8 ｱｵﾀﾞﾓ 3 2 75 50 0.47 0.20 8.6 7.2
9 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 3 3 75 75 0.44 0.50 8.3 8.8
10 ｵﾋｮｳ 1 1 25 25 0.25 0.28 11.2 12.0

32 31 530 490 45.47 44.88 22.9 23.8計10種(枯損木を除く)

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ｵﾋｮｳ 11 12 125 150 9.19 9.89 27.7 25.3

2 ｶﾂﾗ 4 4 55 55 5.25 5.73 28.1 29.9
3 ｱｶｲﾀﾔ 3 3 45 45 4.34 4.59 29.4 30.3
4 ｻﾜｸﾞﾙﾐ 4 4 70 55 2.51 2.53 20.0 22.7
5 ｱｵﾀﾞﾓ 14 14 320 320 2.35 2.61 8.9 9.6
6 ｵｵﾓﾐｼﾞ 1 1 10 10 1.90 1.96 49.2 49.9
7 ｼｳﾘｻﾞｸﾗ 3 3 30 30 0.94 1.16 19.9 22.1
8 ｺﾐﾈｶｴﾃﾞ 2 2 50 50 0.20 0.22 7.0 7.5
9 ﾐｽﾞｷ 1 1 25 25 0.18 0.18 9.7 9.7
10 ｵｵｶﾒﾉｷ 1 1 25 25 0.08 0.08 6.3 6.5

44 45 755 765 26.94 28.95 16.5 17.1計10種(枯損木を除く)
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14

本
数

胸高直径(cm)

H28H28

・保護対象種キタカミヒョウタンボクを小円部にて確認。
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項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

毎木調査の変化 ○ ブナやトチノキ、オヒョウ等が主体となって構成されており、現状が維持されている。

気象害 ○ 特になし。

野沢額山キタカミヒョウタンボク植物群落保護林（野沢額山キタカミヒョウタンボク希少個体群保護林）

森林調査

A
病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増減は見られるが、現状が維持されている。

保護対象群落の生育状況 〇
保護対象種キタカミヒョウタンボクは健全に生育し、本種が生育する植物群落が
維持されている。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）

一関東山松植物群落保護林 （ － ）

保護林概況

設定目的 南部アカマツの系統をくむ東山松の保存
と天然推移の観察に資するため。

保護林面積 3.78ha

標高・斜面方位
（プロット位置）

No.1：235m 斜面方位NW
No.2：228m 斜面方位NW

林齢 151年生林齢 151年生
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14
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18

本
数

H23

H28

No.1 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

一関東山松植物群落保護林 （ － ）

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ｱｶﾏﾂ 11 11 110 110 29.61 31.11 57.2 58.5

2 ｱｵﾊﾀﾞ 14 13 260 220 4.91 4.98 13.4 14.9
3 ｶｽﾐｻﾞｸﾗ 4 4 40 40 3.18 3.49 29.3 31.0
4 ｺﾅﾗ 1 1 10 10 1.55 1.61 44.4 45.3
5 ｵｵﾓﾐｼﾞ 8 10 185 235 1 23 1 60 8 2 8 5

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

0

2

4

6

胸高直径(cm)

16

No.2 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

5 ｵｵﾓﾐｼ 8 10 185 235 1.23 1.60 8.2 8.5
6 ｵﾆｲﾀﾔ 2 2 35 35 0.85 0.96 13.5 14.3
7 ｺｼｱﾌﾞﾗ 2 2 20 20 0.62 0.67 19.9 20.7
8 ｱｵﾀﾞﾓ 4 4 100 100 0.40 0.45 7.1 7.5
9 ｱｽﾞｷﾅｼ 1 1 10 10 0.34 0.37 20.7 21.6
10 ﾂﾘﾊﾞﾅ 1 0 25 0.06 5.6

48 48 795 780 42.74 45.25 18.7 20.0計10種(枯損木を除く)

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計( 2/h )

平均胸高直径
(cm)

※青字は保護対象種

0

2

4

6

8

10

12

14

本
数

胸高直径(cm)

H23

H28

H23

H28
H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ｱｶﾏﾂ 7 7 70 70 20.04 20.90 59.8 61.0

2 ｺﾅﾗ 5 5 50 50 11.83 12.07 53.1 53.6
3 ｵｵﾓﾐｼﾞ 9 9 225 225 1.77 2.54 9.4 11.3
4 ｶｽﾐｻﾞｸﾗ 1 1 10 10 0.95 1.02 34.8 36.1
5 ｴｺﾞﾉｷ 6 5 150 125 0.76 0.78 7.8 8.5
6 ｱｵﾀﾞﾓ 2 2 50 50 0.43 0.56 10.2 11.6
7 ｴﾝｺｳｶｴﾃﾞ 1 1 25 25 0.29 0.37 12.1 13.7
8 ﾔﾏﾎﾞｳｼ 2 2 50 50 0.16 0.17 6.5 6.7
9 ﾂﾘﾊﾞﾅ 1 1 25 25 0.13 0.11 8.1 7.5
10 ｵｵｳﾗｼﾞﾛﾉｷ 0 1 10 0.48 24.7

34 34 655 640 36.36 39.01 18.0 19.7計10種(枯損木を除く)

(本/ha) 合計(m2/ha) (cm)

※青字は保護対象種

項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

毎木調査の変化 ○ アカマツ天然林が主体となって構成されており、現状が維持されている。

気象害 ○ 特になし。

一関東山松植物群落保護林 （ － ）

森林調査

A
病虫害 ○ 特になし。樹幹注入による松枯れ対策済み。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増減は見られるが、現状が維持されている。

保護対象群落の生育状況 〇 気象害等は観察されず、保護対象のアカマツ天然林は健全に生育していた。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）
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猿屋裏湿原植物群落保護林 （ － ）

保護林概況

設定目的 北上山地において最も高層湿原的要素が
多い湿原群落の保護のため。

保護林面積 1.25ha

標高・斜面方位
（プロット位置）

No.1：1022m 斜面方位SW
No.2：1020m 斜面方位NE

123年生林齢 123年生
（湿原周囲の83林班ほ6小班）

10

15

20

25

30

本
数

H23

H28

No.1 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23

H28
H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 10 10 220 220 4.72 5.06 12.5 13.3

2 ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ 5 5 80 80 3.26 3.51 18.6 19.4
3 ｳﾜﾐｽﾞｻﾞｸﾗ 7 7 175 175 0.85 0.98 7.7 8.2
4 ﾅﾅｶﾏﾄﾞ 4 3 100 75 0.82 0.73 9.6 10.3
5 ｱｽﾞｷﾅｼ 5 5 110 110 0.76 0.88 8.5 9.2
6 ｺｼｱﾌﾞﾗ 2 2 35 35 0.67 0.73 15.1 15.9

ｵﾀﾞ

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m
2/ha)

平均胸高直径
(cm)

猿屋裏湿原植物群落保護林 （ － ）

0

5

胸高直径(cm)

No.2
植生調査結果比較

7 ｱｵﾀﾞﾓ 4 5 100 125 0.63 0.85 8.8 9.2
8 ｼﾅﾉｷ 1 1 10 10 0.45 0.45 24.0 24.0
9 ｺﾐﾈｶｴﾃﾞ 1 1 25 25 0.17 0.25 9.3 11.2
10 ﾉﾘｳﾂｷﾞ 1 1 25 25 0.07 0.09 6.1 6.9
11 ｵｵｶﾒﾉｷ 1 1 25 25 0.07 0.08 5.9 6.2

41 41 905 905 12.47 13.61 10.7 11.3計11種(枯損木を除く)

低木層

調査年度 H23 H28
調査実施日 9月1日 7月28日

レンゲツツジ 3 3
ヨシ 1 1

2種 2種 2種

猿屋裏湿原植物群落保護林（プロット2）

変化の度合

草本層

調査年度 H23 H28
調査実施日 9月1日 7月28日

アブラガヤ 2 2
ヤチスゲ 2 2
クマイザサ 1 1
ヨシ 1 1
アキノキリンソウ ＋ ＋
イ ＋ ＋
エゾシロネ ＋ ＋
エゾリンドウ ＋ ＋
コバイケイソウ ＋ ＋
コバギボウシ ＋ ＋
ゴマナ ＋ ＋
ハイイヌツゲ ＋ ＋
ヒメシダ ＋ ＋
ヤマドリゼンマイ ＋ ＋

14種 14種 14種

猿屋裏湿原植物群落保護林（プロット2）

変化の度合

調査プロットNo.2内（地表面）
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項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

毎木調査の変化 ○ 低木のブナやダケカンバ等が主体となって構成されており、現状が維持されている。

気象害 ○ 特になし。

猿屋裏湿原植物群落保護林 （ － ）

森林調査

A
病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増減は見られるが、現状が維持されている。

保護対象群落の生育状況 〇 モウセンゴケやミズゴケ等が生育し、湿原は維持されている。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）
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平成28年度 庄内森林計画区

調査結果及び評価結果

調査対象地域
調査対象森林計画区
・庄内森林計画区（9保護林）

N

女鹿タブ 

林木遺伝資源保存林 鳥海ブナ 

林木遺伝資源保存林 

八間山クロマツ 

林木遺伝資源保存林 

鳥海山 

植物群落保護林 

鶴間池モリアオガエル 

特定動物生息地保護林 

小林川ツゲ 

植物群落保護林 

板敷沢大谷地湿原 

植物群落保護林 

月山 

植物群落保護林 

 

朝日山地 

森林生態系保護地域 
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評価結果一覧（庄内森林計画区）

森林調査
プロット数

動物調査
ルート数

利用動態
調査

地点数

1 生態-6 朝日山地 森林生態系保護地域 2 2 1 A

総合評価
（案）

森林計画区 No 名称 種類

調査項目

整理
番号

2 植物-54 鳥海山 植物群落保護林 2 A

3 林木-37 鳥海ブナ 林木遺伝資源保存林 1 A

4 動物-6 鶴間池モリアオガエル 特定動物生息地保護林 2 2 A

5 植物-57 月山 植物群落保護林 2 A

6 林木-36 女鹿タブ 林木遺伝資源保存林 1 A

7 林木-38 八間山クロマツ 林木遺伝資源保存林 1 A

8 植物-55 小林川ツゲ 植物群落保護林 1 A

9 植物-56 板敷沢大谷地湿原 植物群落保護林 1 A

計 13 4 1

庄内

9保護林

朝日山地森林生態系保護地域 （朝日山地森林生態系保護地域）

保護林概況

設定目的

朝日山地周辺の原生的な森林生態系を
保存することにより、自然環境の維持、
動植物の保護、遺伝資源の保存、森林
の管理・学術研究に資するため。

保護林面積
（庄内計画区）

23221.74ha
（保存地区：8395.70ha）
（保全利用地区：14826.04ha）

標高・斜面方位
（プロット位置）

No.2：841m 斜面方位NW
No.5：1290m 斜面方位NW

林齢 40～178年生
27～60年生（スギ、カラマツ人工林）
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4

6

8

10

12

本
数

H23

H28

No.2 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 32 31 335 325 34.72 31.52 34.6 33.3

2 ｷﾀｺﾞﾖｳ 2 2 20 20 4.47 4.50 53.4 53.5
3 ﾀﾑｼﾊﾞ 4 4 100 100 0.29 0.27 6.1 5.9
4 ﾘｮｳﾌﾞ 3 3 75 75 0.19 0.20 5.7 5.9
5 ﾐﾈｶｴﾃﾞ 2 2 50 50 0.11 0.12 5.4 5.5

ｵﾀﾞ

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

朝日山地森林生態系保護地域 （朝日山地森林生態系保護地域）

100

120

H23

H28

0

2

胸高直径(cm)

No.4 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23
H28

6 ｱｵﾀﾞﾓ 1 0 25 0.09 6.6
7 ｵｵｶﾒﾉｷ 1 1 25 25 0.07 0.07 5.9 5.8
8 ﾏﾙﾊﾞﾏﾝｻｸ 0 1 25 0.13 8.0

45 44 630 620 39.95 36.80 23.1 21.9計8種(枯損木を除く)

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

0

20

40

60

80

本
数

胸高直径(cm)

H28H28
H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 28 41 700 995 6.39 8.35 10.5 9.8

2 ﾐﾔﾏﾅﾗ 12 47 300 1175 1.25 4.82 7.2 7.0
3 ﾀﾑｼﾊﾞ 3 13 75 325 0.24 1.36 6.4 7.1
4 ﾅﾅｶﾏﾄﾞ 2 3 50 75 0.24 0.30 7.8 7.0
5 ｺｼｱﾌﾞﾗ 1 3 25 75 0.11 0.30 7.4 7.0
6 ﾏﾙﾊﾞﾏﾝｻｸ 0 15 375 1.10 6.1
7 ｻﾗｻﾄﾞｳｻﾞﾝ 0 2 50 0.30 8.7
8 ｱｵﾀﾞﾓ 0 1 25 0.11 7.6

46 125 1150 3095 8.23 16.64 9.2 7.9計8種(枯損木を除く)

・小円部において、5cm以上の新規個体が大幅に増加。
（H23では5cｍ未満であった個体が、H28では5cm以上になったため）

鳥類調査結果比較
・鳥類については前回確認された鳥類と比較して、
エナガ、シロハラの2種が新たに確認され、
3種が未確認。

・哺乳類については大きな変化は見られなかった。

・確認種の増減は見られたが、大きな問題は
無いと考えられる

朝日山地森林生態系保護地域 （朝日山地森林生態系保護地域）

R-1 R-3 R-4

H23 H23 H28 H23 H23 H23 H28

7月/10月 7月/10月 7月/10月 7月/10月 7月/10月 7月/10月 7月/10月

1 キジ科 ヤマドリ 〇 〇 〇 準絶滅

2 ハト科 キジバト 〇 〇 ▼

3 アオバト 〇 〇 〇 準絶滅

4 カッコウ科 ジュウイチ 〇 ▼

5 ホトトギス 〇 〇 〇

6 カッコウ 〇 〇 準絶滅

7 タカ科 トビ 〇 〇 〇 〇

朝日山地森林生態系保護地域 鳥類

No 科名 和名
環境省

RL
山形県
RDB

過年度と
の比較

R-2 R-5

無いと考えられる。8 カワセミ科 カワセミ 〇 ▼

9 キツツキ科 コゲラ 〇 〇 〇 〇

10 アカゲラ 〇 〇 〇

11 アオゲラ 〇 〇 〇 〇

12 カラス科 カケス 〇 〇 〇 〇 〇 〇

13 ハシボソガラス 〇 〇

14 ハシブトガラス 〇 〇 〇 〇

15 シジュウカラ科 コガラ 〇 〇 〇 〇 〇

16 ヤマガラ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

17 ヒガラ 〇 〇 〇 〇 〇

18 シジュウカラ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

19 ヒヨドリ科 ヒヨドリ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

20 ウグイス科 ウグイス 〇 〇 〇 〇

21 ヤブサメ 〇 〇 〇 〇

22 エナガ科 エナガ 〇 〇 △

23 ムシクイ科 メボソムシクイ 〇 〇

24 ゴジュウカラ科 ゴジュウカラ 〇 〇 〇 〇 〇

25 ミソサザイ科 ミソサザイ 〇 〇 〇 〇 〇

26 カワガラス科 カワガラス 〇 〇 〇 〇 〇

R-4尾根上ルート

26 カワガラス科 カワガラス 〇 〇 〇 〇 〇

27 ヒタキ科 シロハラ 〇 △

28 ルリビタキ 〇 〇

29 キビタキ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

30 オオルリ 〇 〇 〇 〇 〇 準絶滅

31 セキレイ科 キセキレイ 〇 〇 〇 〇 〇

32 アトリ科 ウソ 〇 〇

33 イカル 〇 〇

34 ホオジロ科 ホオジロ 〇 〇

35 クロジ 〇 〇 〇 〇 〇 〇

計 19科 35種 16種 22種 21種 13種 12種 20種 26種 0種 4種

：本年度調査対象ルート

：指定種

本年度新たに確認した種（△）　　2　　　

過年度には確認されたが、本年度は確認されなかった種（▼）  　3　　　
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項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

森林調査

毎木調査の変化 ○
ブナ-チシマザサ群落、低木群落が主体となって構成されており、現状が維持されている。
低木の顕著な増加が見られたが、新規加入個体による増加と考えられる。

気象害 ○ 特になし。

病虫害 ○ 特になし。

朝日山地森林生態系保護地域 （朝日山地森林生態系保護地域）

A
獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増加は見られたが、現状が維持されている。

動物調査 出現種の変化 ○
鳥類については前回確認された鳥類と比較して、2種が新たに確認され3種が未確認、哺
乳類については1種が未確認であった。

利用動態 利用状況 ○
利用状況は紅葉観光や登山に利用されている。入込者数は過年度と同様に多くはなく適
正に利用されている。駐車位置までの林道は、工事車両が頻繁に通行していた。

湿原等 湿原の状況 モニタリングプロ ト近傍での湿原は確認されていない湿原等 湿原の状況 － モニタリングプロット近傍での湿原は確認されていない。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）

鳥海山植物群落保護林 （鳥海山生物群集保護林）

保護林概況

設定目的
鳥海山周辺のブナ林、湿原や雪田に生育す
る固有種をはじめとする豊富な高山植物の
保護のため。

保護林面積
（庄内計画区） 4609.26ha

標高・斜面方位
（プロット位置）

No.4：1536m 斜面方位SW
No 5：985m 斜面方位NE（プロット位置） No.5：985m 斜面方位NE

林齢 42～183年生
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35

本
数

H23

H28

No.4 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾀﾞｹｶﾝﾊﾞ 22 29 550 725 3.78 4.88 9.0 8.8

2 ﾊｲﾏﾂ 12 12 300 300 0.79 0.91 5.8 6.2
3 ﾅﾅｶﾏﾄﾞ 3 4 75 100 0.29 0.56 6.6 7.9
4 ﾐﾈｻﾞｸﾗ 2 2 50 50 0.11 0.12 5.2 5.5
5 ｺﾐﾈｶｴﾃﾞ 1 0 25 0 05 5 0

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

鳥海山植物群落保護林 （鳥海山生物群集保護林）

14

16

0

5

胸高直径(cm)

No.5 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23

5 ｺﾐﾈｶｴﾃ 1 0 25 0.05 5.0

40 47 1000 1175 5.01 6.48 7.5 7.9計5種(枯損木を除く)

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

0

2

4

6

8

10

12

本
数

胸高直径(cm)

H23

H28

H23
H28

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 13 13 160 160 28.88 30.60 41.4 43.1

2 ｱｵﾀﾞﾓ 5 5 125 125 0.52 0.59 7.2 7.6
3 ｺﾐﾈｶｴﾃﾞ 5 5 125 125 0.42 0.46 6.5 6.8
4 ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 1 1 10 10 0.27 0.27 18.5 18.5
5 ﾀﾑｼﾊﾞ 2 2 50 50 0.23 0.31 7.6 8.7
6 ｵｵｶﾒﾉｷ 2 2 50 50 0.15 0.18 6.3 6.7
7 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 2 2 50 50 0.13 0.14 5.7 5.9

30 30 570 570 30.60 32.54 16.6 17.4計7種(枯損木を除く)

項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

森林調査

毎木調査の変化 ○
調査本数の増減が見られたが、林相や種組成に大きな変化は見られず、現状が
維持されている。

気象害 ○ 特になし。

病虫害 ○ 特になし

鳥海山植物群落保護林 （鳥海山生物群集保護林）

森林調査

A

病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増加は見られたが、現状が維持されている。

湿原等 湿原の状況 － モニタリングプロット近傍での湿原は確認されていない。

保護対象群落の生育状況 〇 ダケカンバ・ハイマツ等の低木林とブナを中心とした植物群落が維持されている。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）
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鳥海ブナ林木遺伝資源保存林 （鳥海山生物群集保護林）

保護林概況

設定目的 鳥海山の麓に成立するブナの林木遺伝資
源の保存のため。

保護林面積 21.20ha

標高・斜面方位
（プロット位置） No.1：805m 斜面方位S

林齢 183年生林齢 183年生

30

40

50

60

本
数

H23

H28

No.1 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 22 21 235 225 48.72 51.72 46.0 48.6

2 ｵｵｶﾒﾉｷ 40 38 4000 3800 1.78 2.89 2.3 3.1
3 ｺｼｱﾌﾞﾗ 7 3 250 150 0.57 0.25 4.8 4.2
4 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 5 2 200 50 0 44 0 12 5 3 5 6

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

鳥海ブナ林木遺伝資源保存林 （鳥海山生物群集保護林）

0

10

20

胸高直径(cm)

4 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃ 5 2 200 50 0.44 0.12 5.3 5.6
5 ﾀﾑｼﾊﾞ 1 0 100 0.14 4.2
6 ｱｵﾀﾞﾓ 3 2 300 200 0.07 0.11 1.7 2.7
7 ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ 3 0 300 0.06 1.6

81 66 5385 4425 51.80 55.10 4.4 5.4計7種(枯損木を除く)

・ブナ1本（約30cm）の風倒木を確認。

※青字は保存対象種

ブナの風倒木 調査プロットNo.1内
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項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

毎木調査の変化 ○
倒木によりギャップが発生し調査本数の減少が見られたが、林相や種組成に大きな
変化は見られず、現状が維持されている。

気象害 ○ 一部、風倒木が見られるが、林分自体に影響を与えるほどでは無かった。

鳥海ブナ林木遺伝資源保存林 （鳥海山生物群集保護林）

森林調査

A
病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 特になし。

保存対象樹種の生育状況 〇 保存対象種ブナは実生も多く、健全に生育していた。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）

鶴間池モリアオガエル特定動物生息地保護林 （鳥海山生物群集保護林）

保護林概況

設定目的 モリアオガエルの生息地の保護のため。

保護林面積 61.24ha

標高・斜面方位
（プロット位置）

No.1：844m 斜面方位SE
No.2：822m 斜面方位E

林齢 183年生林齢 183年生
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4

5

6

7

8

9

本
数

H23

H28

No.1 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 29 26 485 350 57.24 60.18 27.6 36.7

2 ﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 1 1 100 100 0.11 0.13 3.7 4.0
3 ｵｵｶﾒﾉｷ 2 6 200 600 0.08 0.24 2.3 2.2
4 ｺｼｱﾌﾞﾗ 0 1 100 0 09 3 4

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

鶴間池モリアオガエル特定動物生息地保護林 （鳥海山生物群集保護林）

12

14

H23

H28

0

1

2

3

胸高直径(cm)

No.2 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23

4 ｺｼｱﾌ ﾗ 0 1 100 0.09 3.4

32 34 785 1150 57.43 60.63 18.1 13.2計4種(枯損木を除く)

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

0

2

4

6

8

10

本
数

胸高直径(cm)

H28H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 22 18 355 285 53.57 49.79 32.5 36.0

2 ﾀﾑｼﾊﾞ 2 3 200 300 0.19 0.23 3.3 2.9
3 ｵｵｶﾒﾉｷ 1 9 100 810 0.03 0.54 1.8 2.1

25 30 655 1395 53.79 50.56 18.9 9.2計4種(枯損木を除く)

鶴間池モリアオガエル特定動物生息地保護林 （鳥海山生物群集保護林）

・モリアオガエルの生息を確認した。
・鶴間池の周囲の森林は維持されており、本種の生息地の環境は維持されていると考えられる。
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項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

毎木調査の変化 ○
調査本数の増減が見られたが、林相や種組成に大きな変化は見られず、現状が維持
されている。

気象害 ○
一部、風雪害等による折損や落枝が見られるが、林分自体に影響を与えるほどでは
無かった。

鶴間池モリアオガエル特定動物生息地保護林 （鳥海山生物群集保護林）

森林調査

A
病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増減は見られたが、現状が維持されている。

生息地の状況 ○
モリアオガエルの生息を確認した。鶴間池周囲にはブナ林が維持されていることな
どから、モリアオガエルの生息環境は維持されていると考えられる。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）

対策の必要性 － 特になし。

月山植物群落保護林 （月山生物群集保護林）

保護林概況

設定目的 月山周辺のブナ林、湿原や雪田に生育す
る豊富な植物群落の保護のため。

保護林面積
（庄内計画区） 5400.03ha

標高・斜面方位
（プロット位置）

No.2：1338m 斜面方位NE
No.5：1176m 斜面方位NW

林齢 123～170年生
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20

30

40

50

60

70

80

本
数

H23

H28

No.2 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 29 30 665 675 5.86 6.42 9.8 10.3

2 ﾐﾔﾏﾅﾗ 21 23 525 575 3.83 4.63 9.3 9.9
3 ﾀﾑｼﾊﾞ 13 12 400 300 2.75 2.70 8.8 10.5
4 ﾅﾅｶﾏﾄﾞ 9 8 225 200 1.62 1.58 9.4 9.9
5 ﾐﾈｶｴﾃﾞ 13 12 325 300 1.42 1.30 7.4 7.4

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

月山植物群落保護林 （月山生物群集保護林）

25

30

H23

H28

0

10

胸高直径(cm)

No.5 毎木調査結果比較 本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23
H28

5 ﾐﾈｶｴﾃ 13 12 325 300 1.42 1.30 7.4 7.4
6 ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 6 6 150 150 0.73 0.89 7.7 8.5
7 ｺｼｱﾌﾞﾗ 2 2 20 20 0.63 0.73 20.0 21.5
8 ﾏﾙﾊﾞﾏﾝｻｸ 5 6 125 150 0.36 0.46 6.0 6.2
9 ｻﾗｻﾄﾞｳﾀﾞﾝ 1 1 25 25 0.13 0.12 8.0 7.7
10 ｵｵｶﾒﾉｷ 2 3 50 75 0.13 0.20 5.7 5.8

101 103 2510 2470 17.44 19.02 8.9 9.4計10種(枯損木を除く)

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

0

5

10

15

20

本
数

胸高直径(cm)

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾌﾞﾅ 28 42 460 750 18.70 30.23 19.2 17.0

2 ｺﾊｳﾁﾜｶｴﾃﾞ 5 11 125 275 0.99 2.15 9.9 9.6
3 ｷﾀﾉﾃﾂｶｴﾃﾞ 1 2 25 50 0.38 0.94 14.0 15.5
4 ｱｵﾀﾞﾓ 2 4 50 100 0.23 0.73 7.7 9.3
5 ﾐｽﾞｷ 1 1 25 25 0.10 0.15 7.0 8.7
6 ｵｵｶﾒﾉｷ 0 5 125 0.44 6.7
7 ｵｵﾊﾞｸﾛﾓｼﾞ 0 2 50 0.41 9.9
8 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ 0 2 50 0.40 10.2
9 ﾔﾏｻﾞｸﾗ 0 1 25 0.06 5.4

37 70 685 1450 20.41 35.52 16.0 13.3計10種(枯損木を除く)

・小円部において、5cm以上の新規個体が大幅に増加。
（H23では5cｍ未満であった個体が、H28では5cm以上になったため）

項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

森林調査

毎木調査の変化 ○
調査本数の増減が見られたが、林相や種組成に大きな変化は見られず、現状が維持さ
れている。低木の顕著な増加が見られたが、新規加入個体による増加と考えられる。

気象害 ○ 特になし。

病虫害 ○ 特になし

月山植物群落保護林 （月山生物群集保護林）

森林調査

A

病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増減は見られたが、現状が維持されている。

湿原等 湿原の状況 － モニタリングプロット近傍での湿原は確認されていない。

保護対象群落の生育状況 〇 ブナ・ミヤマナラ等の低木林とブナを中心とした植物群落が維持されている。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）
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女鹿タブ林木遺伝資源保存林 （女鹿タブ遺伝資源希少個体群保護林）

保護林概況

設定目的 北限域に位置するタブノキの林木遺伝資
源の保存のため。

保護林面積 6.09ha

標高・斜面方位
（プロット位置） No.1：42m 斜面方位SW

林齢 73 118年生林齢 73～118年生

10

20

30

40

50

60

本
数

H23

H28

No.1 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾀﾌﾞﾉｷ 34 32 385 350 37.74 39.87 32.7 35.7

2 ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ 60 60 1725 1650 7.22 7.86 7.0 7.4
3 ﾔﾏｻﾞｸﾗ 4 4 40 40 4.95 5.15 38.7 39.6
4 ｶﾗｽｻﾞﾝｼｮｳ 3 3 30 30 1.45 1.55 23.8 24.5
5 ｱｶｶﾞｼ 1 0 25 0.21 10.4

102 99 2205 2070 51 57 54 43 12 3 13 1計5種(枯損木を除く)

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

女鹿タブ林木遺伝資源保存林 （女鹿タブ遺伝資源希少個体群保護林）

0

10

胸高直径(cm) ・タブノキ2本（約10cm、20cm）の自然枯死を確認。

102 99 2205 2070 51.57 54.43 12.3 13.1計5種(枯損木を除く)

※青字は保存対象種

保護林遠景 調査プロットNo.1内
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項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

毎木調査の変化 ○
調査本数の減少が見られたが、林相や種組成に大きな変化は見られず、現状が
維持されている。

気象害 ○ 特になし。

女鹿タブ林木遺伝資源保存林 （女鹿タブ遺伝資源希少個体群保護林）

森林調査

A
病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 特になし。

保存対象樹種の生育状況 〇 保存対象種タブノキは実生も多く、健全に生育していた。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）

八間山クロマツ林木遺伝資源保存林 （八間山クロマツ遺伝資源希少個体群保護林）

保護林概況

設定目的 クロマツの林木遺伝資源の保存のため。

保護林面積 12.04ha

標高・斜面方位
（プロット位置） No.1：24m （傾斜0度）

林齢 116年生林齢 116年生
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6

8

10

12

14

本
数

H23

H28

No.1 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ｸﾛﾏﾂ 43 45 430 450 41.26 44.92 34.1 34.8

2 ｺﾅﾗ 13 13 400 400 2.87 3.43 8.8 9.5
3 ｴｿﾞﾔﾏｻﾞｸﾗ 4 3 175 150 0.60 0.61 5.8 6.2
4 ｻﾝｼｮｳ 2 2 200 200 0 09 0 14 2 4 3 0

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

八間山クロマツ林木遺伝資源保存林 （八間山クロマツ遺伝資源希少個体群保護林）

0

2

4

胸高直径(cm) ・大円部において、クロマツ2本（約40cm）の加入。
（前回調査にて計測漏れの可能性）

4 ｻﾝｼｮｳ 2 2 200 200 0.09 0.14 2.4 3.0
5 ﾔﾏｳﾙｼ 1 1 100 100 0.02 0.03 1.5 2.1

63 64 1305 1300 44.84 49.13 15.2 16.3計5種(枯損木を除く)

※青字は保存対象種

H23年度定点写真（西方向） H28年度定点写真（西方向） ツル植物の巻き付き

項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

毎木調査の変化 ○ クロマツが主体となって構成されており、現状が維持されている。

気象害 ○ 特になし。

八間山クロマツ林木遺伝資源保存林 （八間山クロマツ遺伝資源希少個体群保護林）

森林調査

A
病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ ツタやツタウルシ等のツル性植物の顕著な増加が確認された。

保存対象樹種の生育状況 〇 高木層にクロマツが生育し、気象害等もなく健全に生育していた。

対策の必要性 －
特になし。ただし、ツル性植物の繁茂状態によっては、ツル切りなどの管理を行う
必要がある。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）
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小林川ツゲ植物群落保護林 （ － ）

保護林概況

設定目的 北限域に位置するツゲ群落の保存と学術
研究に資するため。

保護林面積 0.57ha

標高・斜面方位
（プロット位置） No.1：132m 斜面方位SW

林齢 83年生林齢 83年生

2

3

4

5

本
数

H23

H28

No.1 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ｹﾔｷ 9 9 105 120 6.58 10.28 26.7 27.8

2 ｼﾅﾉｷ 3 3 45 45 3.04 3.05 24.6 24.7
3 ﾐｽﾞﾅﾗ 1 0 10 1.45 43.0
4 ﾔﾏﾓﾐｼﾞ 3 4 75 100 0 58 0 89 9 9 10 5

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

小林川ツゲ植物群落保護林 （ － ）

0

1

胸高直径(cm)

・保護対象種ツゲの生育を小円部にて確認。

4 ﾔﾏﾓﾐｼ 3 4 75 100 0.58 0.89 9.9 10.5
5 ｱｽﾞｷﾅｼ 2 2 50 50 0.46 0.52 10.6 11.4
6 ｱﾜﾌﾞｷ 1 0 25 0.45 15.1

19 18 310 315 12.56 14.75 19.3 19.2計6種(枯損木を除く)

調査プロットNo.1内 保護対象種ツゲ
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項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

毎木調査の変化 ○ ケヤキやシナノキ、ミズナラ等が主体となって構成されており、現状が維持されている。

気象害 ○ 特になし。

小林川ツゲ植物群落保護林 （ － ）

森林調査

A
病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 出現種の増加は見られるが、現状が維持されている。

保護対象群落の生育状況 〇 保護対象種ツゲは健全に生育し、本種が生育する植物群落が維持されている。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）

板敷沢大谷地湿原植物群落保護林 （ － ）

保護林概況

設定目的 低層湿原と周辺の湿地林を含む多様な植
物群落の保存のため。

保護林面積 4.79ha

標高・斜面方位
（プロット位置） No.2：254m （傾斜角度0度）

林齢 湿原周囲 68年生林齢 湿原周囲 68年生
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4

6

8

10

12

14

本
数

H23

H28

No.2 毎木調査結果比較

H23
H28

本数、胸高断面積合計、平均胸高直径比較

H23 H28 H23 H28 H23 H28 H23 H28

1 ﾊﾝﾉｷ 18 19 450 445 3.70 4.52 9.7 10.8

2 ﾉﾘｳﾂｷﾞ 1 3 25 75 0.08 0.20 6.3 5.9

19 22 475 520 3.78 4.72 9.5 10.0計2種(枯損木を除く)

No. 樹 種
計測対象木

（本）

1haあたり換算結果

本数
(本/ha)

胸高断面積

合計(m2/ha)

平均胸高直径
(cm)

板敷沢大谷地湿原植物群落保護林 （ － ）

0

2

4

胸高直径(cm)

乾燥化によるヨシや樹木の侵入状況についても
観察が必要

湿地の状況

項目 確認項目 評価 評価内容 総合評価（案）

毎木調査の変化 ○ 低木のハンノキが主体となって構成されており、現状が維持されている。

気象害 ○ 特になし。

板敷沢大谷地湿原植物群落保護林 （ － ）

森林調査

A
病虫害 ○ 特になし。

獣害 ○ 特になし。

下層植生の変化 ○ 現状が維持されている。

保護対象群落の生育状況 〇 ヨシやカサスゲ等が生育し、湿原は維持されている。

対策の必要性 － 特になし。

各項目評価
○：特に大きな変化は見られなかった。または、大きな問題が見られなかった。
▲：管理委員会で要確認。

総合評価（案）
A：問題なし
B：要観察（顕在化した問題はないが、予兆が見られた）
C：問題あり（問題が確認され、対策や経過観察が必要な状況）
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